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１　はじめに

　1767年、コンバウン朝ビルマがアユタヤ王国を滅ぼしたが、すぐさまタークシンがビルマ

軍を駆逐してトンブリー朝を開くとともに、群雄を倒してシャム（タイ）を統一した。しかし

タークシン王はのちに圧政に転じ、また精神を病んだとも言われる。1782年に臣下に反乱を

起こされ、退位と出家を余儀なくされた。大臣のチャオプラヤー・チャクリーがこの反乱を鎮

圧するとともにタークシンを処刑し、ラーマ一世王（在位1782‒1809年）として即位した。こ

こにラタナコーシン朝が始まった。

　このラタナコーシン朝一世王政権の性格をどう理解すべきなのかが問題とされてきた。かつ

ては、一世王がアユタヤの文化や制度を復興させたことを理由に、アユタヤ王国からの連続と

して捉えられていた［Wenk 1968］。

　しかしその後見直しが進められ、ラタナコーシン朝においてアユタヤ以来の文化や思想に変

化が見られたことが明らかにされている［Wyatt 1994 (1982); นิธ ิ1984 (1982)］。そのなかでニ

ティは、18世紀に清との交易が活発化していくなかから現れたラタナコーシン朝の支配者層

は、アユタヤのそれよりもより商業的な性格を持っていたことを指摘しつつ、タークシンと一

世王はともにアユタヤの中・下級官僚にすぎなかったため、血統を重視しなかったと主張した

［นิธ ิ1980: 39‒40, 65］。支配者層の変化については、チュリポンも18世紀前半に、前世紀に権

勢を振るったペルシア系・インド系ムスリム官僚が没落し、代わって華人を中心とする富豪が

台頭し、アユタヤの支配者層に参入していったとする［จุฬิศพงศ ์2007: 123‒253］1。サーイチョ

ンもまた同時期における経済的・社会的変化がラタナコーシン朝の支配者層、および思想の変

容を準備したと論じている［สายชล 1982: 4‒76; 2003: 10‒46］。

　ところがのちにニティは自説を修正している。確かにトンブリー朝タークシン政権の構成員

は多くが出自のわからぬ者達であった。しかし一世王は、自身と同じく、17世紀から18世紀

前半に高官を輩出した「貴人の血統（เชื้อสายผู้ด）ี」の後裔を結集して政権を固め、アユタヤの

1 清との関係のなかでトンブリー朝と一世王政権を捉えたのが増田［2001］である。
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制度や文化の復興を第一の目標としたという。氏によればトンブリー朝からラタナコーシン朝

への交代は、アユタヤ以来の「貴人の血統」を引く一世王集団が、出自も分からぬタークシン

集団から権力を奪還する過程であった［นิธ ิ2004 (1986)］。

　ニティがそのような一世王政権の構成を明らかにする際にもっとも重視したのが「小暦

1144年（ 仏 暦2325）（1782） に お け る 王 族 お よ び 官 僚 の 叙 任 に 関 す る 協 議 書 写 し

（สำ�เนาคำ�ปฤกษา เรื่องตั�งพระบรมวงศานุวงศและข้าราชการ จ.ศ. ๑๑๔๔ (พ.ศ. ๒๓๒๕)）2」（以下「協議

書」）というタイ語文書史料である［นิธ ิ2004 (1986): 403‒404］。本稿は同史料のテキストと訳

註を提示し、一世王政権のさらなる考察に向けて基礎を固めようというものである。

２　史料解題

　この「協議書」は小暦1144年閏８月黒分11日（1782年８月４日）の日付を持つ。一世王の

略式即位が７月13日なので、それから約３週間後にあたる。冒頭部分で一世王が主に建国の

功臣たちの論功行賞について協議を命じ、それに続けて官僚たちが協議の結果を答申してい

る。冒頭部分は勅令（พระราชกำ�หนด）の書式に近いが、答申部分は協議書（คำ�ปฤกษา）の書

式を取っている3。「協議書」は一世王に手渡されたのではなく、謁見の場で読み上げられて王

に伝達されたものと思われる。王族６名と官僚73名の名がおおむね功績順に挙げられるとと

もに、任命・昇進が推薦され、あわせて中央政府諸部局の管轄地方の変更が提案された。当該

史料が一世王政権の構成員に関するもっとも重要な史料である所以である。ただし推薦通りに

官僚たちが昇任したとは限らない。『ラタナコーシン朝年代記一世王期』（以下『一世王年代

記』）［PRPR1: 7‒15］との比較から、73の官職のうち、少なくとも３つのポストは別人が就任

していることがわかる4。

　テキストと訳註を提示するに当たって底本としたのは、タイ国立図書館写本・刻文部に所蔵

されている一写本［NL. CMH. R. I. C.S. 1144, no. 1］である。以下、これを写本Ａと呼ぶ。本

稿では文書の名は国立図書館が付けたものに従う。1782年に作成された原本ではなく、後代

の写本である。書写された時期は不明。写本に貼付されたラベルから、プラ・パラッサダーヌ

ラック（コン）という人物が1913年に図書館に寄贈したことがわかる。ただし筆者が閲覧を

許されたのは写本の現物ではなく、そのゼロックスコピーである。このコピーはテキストの両

端が所々複写されていないという杜撰なものである。写本は黒色横折本１帖からなり、頁あた

2 以下に述べるように、本稿において当該文書の表題はタイ国立図書館が付したものに従う。ただし本稿タイ
トルでは仏暦年を省略し、西暦年を付している。

3 ただし現存する協議書は、一般に「大法廷の判事」である宮廷バラモンたちが重大な司法案件について審議
の結果を上奏するために用いられており［NL. CMH. R.III. C.S. 1206, no. 138など］、本稿史料のような非司
法案件に使われるのは稀有である。

4 註162、258、307。73の官職以外に就いたものとして註211。
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り縦8.5センチ、横は30センチ前後であろう。総頁数は不明である。１頁4‒7行で3‒64頁に白

墨か黄色のインクで記されている。ただし、55頁と56頁の間にあるはずの８行が伝写の過程

で脱落している。

　実のところ、「協議書」の写本は他に３本現存している［NL. CMH. R. I C.S. 1144, no. 1/ก, 

1/ข, 1/ค］。当然それらの写本とも校合すべきなのだが、果たせていない。

　さらに翻刻が２本存在する。１本は半月刊紙『ワチラヤーン・ウィセート』３巻第３部

（1887年）に「 一 世 王 時 代 に お け る 官 僚 の 任 命 に 関 す る 協 議 書 」［“คำ�ปฤกษาต�ังข้าราชการ 

ในแผ่นดินพระบาทสมเด็จพระเจ้าอยู่หัวรัชกาลที่ ๑.” 1887］と題されて掲載されている。これを翻刻

Ｂとする。その底本は不明である。翻刻に際して綴りを直し、底本にあったはずの、地名や人

名を１行につきひとつずつ列挙するという書式を改めている。ニティが史料に用いたのはこれ

である。

　もう１本は1914年に刊行された『王族叙任文書：ラタナコーシン朝一世王期から五世王期

まで』に「一世王期褒賞文書」［“จดหมายเหตุปูนบำ�เหน็จรัชการที่ ๑.” 1914］として活字化されて

いる。これを翻刻Ｃとする5。解説から、底本は旧祐筆局（กรมพระอาลักษณ）์の一文書であるよ

うである。Ｂ同様、翻刻に際して綴りや書式は改められている。

　さしあたって写本Ａと翻刻 BC の底本との関係については以下のような仮説を立てられる。

Ｃは３箇所に大きな脱落があって6、一部意味が通らない。また２箇所について意図的にテキス

トが改変されている7。これらは AB にない。同時にＣは下記のような AB の特徴を共有しない。

したがって写本の系統上、翻刻Ｃの底本（仮に写本Ｃ′とする）は写本Ａと翻刻Ｂの底本（仮に

写本Ｂ′とする）よりも早く分かれたと考えられる。

　また、Ｃの เสด็จพระราชดำ�เนิน（行幸される）、
ใต้ลอองธุลีพระบาท（陛下）を、AB はともに เสดจ 

ฯ、ใต้ลออง ฯ に作り、省略記号を用いている。一方

で写本Ａには８行分の脱落があるが、それは翻刻Ｂ

には見られない。またＢに見える６人の人名の誤

写8はＡにはない。これらから、写本 AB′は共通の

写本αから分岐したものと考えられる。

　さらに写本Ａの行間には底本にもとづく修正と思

5 ソンモート親王とダムロン親王が1918年に出版した『ラタナコーシン朝におけるチャオプラヤーの任命』
（RTCP と略記）に一部引用されている。なお同文献の芸術局本は註に考証が付されており、利用価値が高
い。

6 註25、58、69‒75‒73。
7 註61、97、192、210。
8 註110、114、126、127、137、149、220、230、236、250、290、324。
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図１　写本Ａと翻刻 BC との関係に関する仮説
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しき書き込みが随所に見られる9が、８行分の脱落の修正はなされていない。そのため、Ａは

すでに脱落を起こしていた写本βから作成された可能性が高い。以上の仮説を図示したのが

図１である。

　加えて、王朝年代記諸本に「協議書」と平行する記事が見える。1807年以降に編纂された

パラマーヌチット本（ブラッドレー本）『アユタヤ朝年代記』における建国功臣への論功行賞

の記事［PRPTMB: 152‒155］は、いずれかの「協議書」写本に一部依拠している可能性があ

る。1855年に成立した宸筆本『王朝年代記』はパラマーヌチット本の記事をほぼそのまま引

き継いでいる［PRPPRHL, vol. 2: 233‒235］。さらに1869年、チャオプラヤー・ティッパーコー

ラウォン（カム）がパラマーヌチット本に依りつつも、「協議書」の大部分を修正しながら参

照し、『一世王年代記』の劈頭を著した［PRPR1: 7‒15］。その記述にはＡの脱落およびＢの人

名の誤りが見られない一方で、大蔵（港務）大臣の任命部分10と官僚１名の人名11についてＣ

に近い。そのため、ティッパーコーラウォンが参照したのは、原本 ω から写本Ｃ′までに位置

する写本であろう。

　上記のごとく、既存の翻刻には語句の脱落や誤伝を含み、底本の書式に忠実ではないため、

改めてテキストを提示する必要がある。一方で写本Ａにも欠陥がある。ABC から原本に近い

であろうテキストを再構築することも可能であるが、他の写本を参照していない段階でそれを

行うのは躊躇された。そのため本稿では写本Ａを可能な限り忠実に翻刻し、BC との相違を註

記するという形式を採用した。ただしＡの８行分の脱落は重大な欠陥であるため、BC によっ

てテキスト自体を補った。

３　若干の考察

　この「協議書」から一世王政権についていかなる性格を読み取れるのかは別稿に譲るが、二

三のことを指摘しておきたい。一読してわかるように、この史料にはチャオプラヤー・マハー

セーナー（プリー）１名を除いて、任官昇任した官僚たちの親族関係が記されていない。上記

のごとく、ニティはこの史料を用いて一世王政権をアユタヤ以来の「貴人の血統」を引くもの

から構成されていたと論じたが、それをこの史料自体から読み取ることはできないのである。

さらに、ニティが後代の史料を併用して「貴人の血統」と確定できたものは、官僚73名のう

9 註17、19、21、31、35、45、49、57、60、61、63、65、67、71、91、107。
10 註162、211。
11 註325。
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ちわずかに５名12、そう推測できたものは６名13（上奏者のプラヤー・ピパットコーサー14を含め

れば７名）しかいない。しかも訳註に記したように、その推測は史料的裏付けが乏しいもの

や、19世紀後半以降に成立した系譜史料に依拠しているものがほとんどである。後者は近代

における系譜意識の変容を強く反映している史料であるため、無批判に利用することはできな

い［小泉2006 (2001); 2006 (2002)］。

　また、大臣６名のうち２名は確実に「貴人の血統」であるとされているが、うち宮内大臣

チャオプラヤー・タンマーは1785年に降格させられている。もう１人、兵部大臣チャオプラ

ヤー・マハーセーナーはマレー半島の管轄権が与えられ、厚遇されているように見えるが、そ

こはいまだ中央政府の支配が及んでいなかった地域である15。一世王が「貴人の血統」なるも

のを特別に優遇したようには見えないのである。

　このように、ニティの結論はいまだ十分な説得力を持っているとは言いがたい。そもそも氏

の言うアユタヤ以来の「貴人の血統」なるものは定義がはっきりしない。また、氏の研究から

は、アユタヤ時代後期を通して、血統に基づく支配者階層が確固として存在していたかのごと

く読み取れるが、それが果たして妥当な前提なのかも疑問である。

　さらに氏の言うように、一世王らがトンブリー朝との差異を強調しつつ支配の正統性を主張

するために血統を重視したのであれば、なぜ官僚たちの血統が「協議書」に記されていないの

か疑問である。これに限らず、19世紀半ばまで史料は官僚たちの系譜をほとんど語らない。

1869年に成立した『一世王年代記』においても同様である。著者のティッパーコーラウォン

は自身の家系について一書を編纂しているため［จุฬาราชมนตร ีet al. 1970 (1939); Cf. 川口2013: 

61, 注５］、家系についてかなりの関心があったはずである。そのため『一世王年代記』には

「協議書」にはない親族関係の記述が加えられているが、それもわずか３名にすぎない16。

　「協議書」における血統への無関心は、次の史料によって説明できるのかもしれない。1683

年から86年にアユタヤ王国に滞在したフランス人宣教師ジェルヴェーズは、

　　貴族の階級はシャム王国全土において世襲ではないので、それがもっとも著名な諸々の一

族においてさえもさして古くはなく、さらにそれを誇る人々がほとんどいないことは驚く

べきことではない。もっとも富裕と認められた人々がもっとも高貴なものと見なされるの

である。そして本当の功績は、常に彼らのあいだで、財産と君主の寵愛の優位によって測

られる［Gervaise 1688: 121; 1989 (1688): 99］。

12 チャオプラヤー・マハーセーナー（註194）、チャオプラヤー・タンマー（註204）、プラヤー・ウタイタム
（註232）、プラヤー・チュラーラーチャモントリー（註233）、チャオプラヤー・ラーチャブリー（註289）。

13 チャオプラヤー・ラタナーピピット（註187）、プラヤー・ヨマラート（註200）、プラヤー・ポンラテープ
（註205）、旧ルアン・ソーラウィチット（註208）、プラヤー・ピピットアイヤスン（註218）、チャムーン・
シーサーオラック（註237）。註186も参照。

14 註162。
15 兵部大臣が管轄する12の地方国のうち、「協議書」時点で国主が任命されたのはペチャブリーのみである。
16 註204、246、248。
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と述べている。これをも踏まえると、先行研究に反して「協議書」は一世王政権の担い手たち

が新興勢力であったことを暗に示しているのではないか［Cf. 川口2013: 7‒10］。

４　テキストと訳註

凡例
１．底本としたのは NL. CMH. R. I C.S. 1144, no. 1（写本Ａ）のゼロックスコピーである。

２．改行は底本に従い、テキスト左端に底本の頁番号をアラビア数字で付す。表紙を１頁と見

なす。ただし和訳は必ずしもテキストの改行に従っているわけではない。

３．翻刻 BC との相違はテキストに註記する。ただし意味のあるものに限り、単なる綴字の違

いは註記していない。

４．テキストの（　）はＡのゼロックスコピーでは複写されていない箇所を BC によって補っ

たことを意味する。［　］は写本Ａにない語句を BC によって補ったことを意味する。

５．訳註の（　）はその前の語句の説明や原語の提示を意味する。［　］はテキストにはない

語句を補ったことを意味する。

６．必要に応じて、年代記諸本の論功行賞の記事との相違を、年代記の対応する箇所の和訳を

テキストの和訳に註記することで示す。年代記の頁は史料解題にあるので省略する。略号は

史料解題か参考文献を参照されたい。

テキスト
3	 ๏  วัน ๑   ฯ    ๘  คำ�จุลศักราช ๑๑๔๔ ป�ฃาลจัตวาศก17  เสดจ์ออกทอง18พระโรงเสดจ์เหนือ

	               ๑๑   ๘

	 จตุรมุกขสิงหาษสุรียาพีมาร19ในพระราชมํณเทยีรสถาน มีพระราชโองการมานพระบันทู(ร)

	 สุระสิงหนาฎดำ�รัตเหนือเกล้า ฯ20 สังว่า  เสดจ์พระราชดำ�เนีนขึ�นสถิด21ในพระราชสิริ(สวั)

	 สดิปราปฎาสวรรยาภีเศก22 ถวัลราชไอยสูรยสมบัดิเสรจ์ราชการแล้วแลสํม(เดจ)

4				    ลูกเธ23อ	   

17 Ａ行下に×印あり、行上に×印に続けて พระบาทสมเดจบรมนารถบรมบพิตพระพุทธเจ้าอยู่หัว。その語を挿入
するという意味。Ａの×部分は底本にもとづく修正であろう。BC 同語句を加える。

18 BC ท้อง.
19 B จัตุรมุขสิงหาษสุุริยาพิมาน. C จัตรมุขสิงหาสน์สุุริยาพิมาน. A ร の上に × 印、行の下に น。ร を น に修正すると

いう意味。
20 C ฯ を เหนือกระหม่อม に作る。以下、すべての เหนือเกล้า ฯ について同様。
21 A ด の上に×印、行の下に ย を記す。B สถิตย. C สถิตย์.
22 BC สวรรยาภิเศก.
23 A ธ の上に " を記す。以下の ลูกเธอ と หลานเธอ にも " が記されることがあるが、註記しない。
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	 พระเจ้า					      	 แลฃ้าทูลออง ฯ24 ซืงโดยเสดจ์พระราชดำ�เนีนทำ�การสงครามมีคว(าม)

				    หลานเธอ

	 ชอบมาแตหลังนั�นจะควรด้วยบำ�เนจ์ความชอบประการใด25  อนึ่งขนบบูระราชประเ(พณี)

							        ๑	  	   																                  ๑   	

	 แต่กอรหัวเมือง  ๒	   ฝ�ายเหนือขึ�นแก่สมุหนายํก  ฝ�ายหัวเมือง  ๒	   ปากใต้ขึ�นแก่

							        ๓	   																                  ๓

							        ๔	   																                  ๔

	 สมุหพระกระลาโหม แลว่าสมุหพระกระลาโหม26แต่ก่อนเปนโทษจึ่งยํกหัวเมือ(ง)

5	 ปากใต้มาขึ�นแก่กรมท่า  ก็ล้วงโทษล้วงกษัดราธิราชเนีนนานมาแล้ว ครังนี�ส(มุห)

	 พระกระลาโหมมีความชอบ ฝ�ายกรํมท่าก็มีความชอบ แลจะแบ่งหัวเมืองปาก

	 ใต้ให้ขึ�นกลาโหมบ้างคงอยู่กรมท่าบ้าง แล้ที่อเจ้าพระยาศรีธรรมาธิราชนั�นหามี

	 ตำ�แน่งได้ว่ากล่าวไม่  จยํกตำ�แหน่งที่อทุกขราษฎร27ให้เจ้าพระยาศรีธรรมาธิราช

6																		                    ษาลา			 

	 ตั�งแต่งว่ากล่าวจะเปนประการใดใหลู้กขุนณ					       ปฤกษาให้แจ้ง   ๚

																		                    สารหล้วง

								        พระยาพิพัทโกษา28		   

								        พระยาราชภักดี

								        พระยาราชสุภาวะดี			   ลูกขุนณ29ษาลา	   ๕30	  

								        พระยามหาอำ�มาต

7								        พระยาอสุรเสนา31

	 ๏ ข้าพระพุทธิเจ้า																						                     ๙ คํน32

								        พระครูมะหิธร

								        พระครูพีเชฐ						     ลูกขุนณสารหล้วง  ๔33

								        พระครูพิราม

								        ขุนหล้วงพระไกรษร3ี4

24 A ฃ้าทูลออง の上に ทุลีพระบาท。BC ฯ を ธุลีพระบาท に作る。以下、Ｃのすべての ลออง ฯ について同様。
25 C จะควรด้วยบำ�เนจ์ความชอบประการใด を欠く。
26 C สมุหกราโหม. 
27 C ทุกราษ.
28 B พิพัฒนโกษา. C พิพัฒโกษา.
29 C ณ を欠く。
30 B คน を加える。C ลูกขุนศาลหลวง ๔.
31 A อ の下に×印。その文字の削除を意味する。C พระยาสุรเสนา.
32 B รวม ๙ คน. C รวม ๙ นาย.
33 B คน を加える。C ลูกขุนศาลหลวง ๔.
34 C ไตรศรี.

7

（ 7 ）



名古屋大学文学部研究論集（史学）

8	 ขอพระราชทานปฤกษาด้วยเกล้า ฯ พร้อมกันว่า  สมเดจ์พระเจ้าหลานเธอ เมืองณ35(คร)

	 ราชศรีมาได้โดยเสจ์ ฯ36 การพระราชสงครามหลายครั�ง  แลครั�งนีรู้ว่าพระนค(ร)

	 ธนบูรียเปนจุลาจํล ก็องอาจ์รีบเสดจ์ ฯ ลํงมาแต่เมืองนครราชศรีมาเถีง37พระ(น)

	 ครธนบูรีก่อรเสดจ ฯ ครันอยู่38ณวันอังคารเดือนห้าแรมห้าคำ�ป�ฃาลจัตวาศ39ก

9	 อายบุญมีรามลัก		      

	 อายพระยาสรรค40			   กับฃ้าราชการคบคิดกันจูโจมตีสมเดจ4์1พระเจ้าหลานเธอแล้ว(จุด)

	 อายพระยามหาเสนา																				                    นิ		

	 ไฟในที่อข้าศึกชะนะถ่าย42เดยีว  หากสมเดจ์พระเจ้าหลานเธือเข้มแขงชำ�			   ใ(น)

																													                             นาร

	 การณรงค แล้วเดชะพระเดช43เดชานุภาพพระบาระมีสมเดจ์พระพุทธิเจ้าอยูหัว

	 ปกเกล้า ฯ จึ่งต่อรบสู้อายบุญมีรามลัก แต่เพลาตี ๑๐ ทุ่มจํนรุ่ง44

10	 บ่าย ๒ โมงเศศ พวกอายบุญมีแตกพ่ายสมเดจ์พระเจ้าหลานเธอษามาท45(เอา)

	 ไชยะชำ�ณะไว้ใด้ แล้วจับได้อายบุญมีรามลักแลพวกอายบุญมีรามลักเปนอั(น)

	 มาก  ฃอพระราชทานตั�งสมเดจ์พระเจ้าหลานเธอให้เปนเจ้าฟ�ากรมหล้วงอ(นุ)

	 รักษเทเวษ  ให้มีพระเฉลยี่งเครื่องสูง ๓ ชั�นคันปรดับมุก เรือดั�งแห่คู(๑)

11	 ตามตำ�แหน่งพระราชนัดดามีความชอบ						      ๚			  ๚๛

									         หลานเธอ ๓ พระองค์	

	 ๏ อนึ่งสมเดจพระเจ้า										          ๔ พระองค์นั�นได้โดยเสดจ์

									         น้องยาเธอพระองค์ ๑ 

	 การพระราชสงครามมาแต่ยังทรงพระเยาวอยู่  ได้ใปปราบนานาประเทศทูกค(รั�ง)

	 มีความชอบมาก  ฃอพระราชทานตั�งสํมเดจ์พระเจ้าหลานเธอให้ เปน

12			   หลวงธิเบศบดีน46	   

	 กรํม	หลวงณรินรนเรษ			   พระราชทานเครืองยศสำ�รับขัติยราช

			   หลวงเทพหะรียรักษ์

			   หลวงจักเจษฎา

35 A ณ の上に×印、ณ の下に น を記す。
36 B เสดจ. C เสด็จพระราชดำ�เนิน, 以下、Ｃのすべての เสดจ ฯ について同様。
37 BC ถึง.
38 B มา を加える。
39 A ศ の上に " を記す。
40 B อ้าพระยาสรรค อ้าบุญมีรามลัก とあり、順序が逆。
41 B สมเดจ์ を欠く。
42 B ภาย.
43 B พระ を加える。
44 B จน を加える。
45 A ท の下に ถ が修正として記されている。
46 B ธิเบศบดินทร์. C ธิเบศบดิน. 以下、C の４名の人名それぞれに続けて ๑ を付す。
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13	 สะกูล47พระราชนัดดา48 มีความชอบ					     ๚			  ๚๛

	 ๏  อนึ่งสมเดจพระเจ้าลูกเธอองค์ปรถม  ยังทรงพระเยาอยู่ แลทร(ง)

	 พระอุษาหะโดยเสดจ ฯ49การพระราชสงครามมีความชอบ ฃอพระราช

	 ทาน  ตั�งสมเดจ์พระเจ้าลูกเธอเปนเจ้าฟ�ากรมหลวงอิศรสุนธร พระรา(ช)

14	 ทานเครื่องสำ�รับพระราชโอรศสา50มีความชอบ    ๏  อนึ่งนายส้น51เปนฃ้าใต้

	 ลอองทุลี ฯ มีความอุษาหะจงรักภักดีทำ�ราชการช้านานมาจํนเสรจ์ ฯ52

																									                           เดช  

	 งารการพระราชสงครามแห่งใดก็โดยเสดจ์ ฯ ทำ�การฉลองพระ

				    เนตร์  																			                     คุณ

	 ต่างพระ			    ทูกครั�ง หมีได้เว้นว่างก็ได้ราชการ  ไม่มีสิ่งเคือง

				    กัณ

15	 ไต้ลอองทุลี ฯ  แต่สัก53ครั�งหนึ่งหาหมีได้ มีความชอบมากจะให้

		  ผ่าน		

	 ใป			     เมือง54อันใหญ่  แต่ ฯ ข้า ฯ55 เหนว่าจไกลใต้ลอองทุลี ฯ นั(ก)

		  ครอง

	 ฯ ข้า ฯ56 ทังปวง  ฃอพระราชทานให้เปนเจ้าพระยารัตนาพิพิตว่าที่อ57สมุหะ

	 นายํก  ทำ�ราชการฉลองพระเดชพระคุณอยู่ใกล5้8  ใต้ลอองทุลี ฯ

16								          ฉเลยี่ง		   

	 ให้มีสัตโทนคนใช5้9					      เครื่องอุปโภคบรียโภคตาม60ย่างสมุหนายกแตกอ(น)

								          คานหาม

	 ๏  อนึ่งพระยาเพชบูรร61สัจซือ  สู้เสืยชีวิดร์ทำ�ราชการงารสงคราม62ใต้ลอองทุลี ฯ

47 B ตระกูล. C กระกูล.
48 C พระ を欠き、อนุชา を加える。
49 A ฯ の上に พระราชดำ�เนิน と記されている。
50 C โอรศาธิราช.
51 BC เสด็จพระราชดำ�เนิน
52 C เสด็จพระราชดำ�เนิน.
53 B สัก を欠く。
54 B ไปผ่านไปครองเมือง. C ไปผ่านเมืองไปครองเมือง.
55 BC ข้าพระพุทธเจ้า. 以下、C においてはすべての ฯ ข้า ฯ について同様。
56 B ข้าพเจ้า.
57 A อ の下に×印。
58 C ทำ�ราชการฉลองพระเดชพระคุณอยู่ใกล้ を欠く。
59 C ไชย, 以下、すべての คนใช้ について同様。
60 A ม の上に×印、文字の下に ห を記す。
61 A ร ２文字の上に×印２つ、右の ร の下に น を記す。C พระไชยบูรณ์ปลัดเมืองพิศณุโลกย์.
62 B ใน を加える。
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	 สมเดจพระอณุ63ชาธิราชเจ้าแต่เดีมมาความชอบมาก  แล้วก็เปนบุตร์

	 พระยากลาโหมแตก่อร  ฃอพระราชทานตั�งให้เปนเจ้าพระยามหาเสนาพระรา(ช)

													               ฉเลยี่ง		   

17   ทานเครื่องยํศให้มีสัดทน64คนใช้					     เครื่องอุปโภคบรียโภค  ตา65มย่าง

													               คานหาม

	 สมุหะพระกลาโหม66แตก่อร67  ๏ ซืงเมืองปากใต้ขึ�นแก่กลาโหม  ยํกมาขึ�นแก่

	 กรมท่านั�น  บัดนี�กลาโหมมีความชอบ  ฃ68อพระราชทานแบ่งหัวเมืองปา(ก)

										          กรมท่า			

	 ใต้ฝ�ายตะวันตก  ซืงขึ�น					        										          ยํกมา69

										          70มหาตไท

18										          เมืองณ71ครศรีธรรมราช	 ๑   

										          เมืองสงขลา						     ๑   

										          เมืองพัตะลุง						     ๑

				    เมือง			  		  เมืองถลาง						      ๑		  ๑๒72	

				    กรมท่า73			   เมืองไชยา						      ๑

										          เมืองประทิว						     ๑

										          เมืองชมุภอร						     ๑

19	 ขึ�นกรม	    					    เมืองคลองวาร					    ๑						      ๑๓				    เมือง74

	 กลาโหม75					     เมืองกุย							       ๑

										          เมืองปราน						      ๑

										          เมืองตะนาวศรี					    ๑

										          เมืองอำ�มฤท76 					    ๑

				    เมืองมะ  			   เมืองเพชบูรีย์								        ๑

63 A ณ の上に×印、文字の下に น を記す。
64 BC สัตโทน.
65 A ม と ย のあいだの上に×印、２つの文字の下に ห を記す。
66 B สมหพระกระลาโหม.
67 A ร の上に×印、文字の下に น を記す。
68 A ฃ の上に " を記す。以下、A の ฃอ にはしばしば " が記されるが、註記しない。
69 C ยํกมา を欠く。
70 BC กรม を加える。
71 A ณ の上に×印、文字の下に น を記す。
72 B รวม ๑๒ เมือง. C รวม ๑๒ หัวเมือง.
73 C เมืองกรมท่า を欠く。
74 B รวมเปน ๑๓ เมือง. C รวมกัน ๑๓ เมือง.
75 B กรมพระกระลาโม. C ขึ�นกรมกลาโหม を欠く。
76 C มฤท.
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				    หาดไท  

20										          เมืองนนทบูรีย์				   ๑	   	

										          เมืองสมุทประการ77		 ๑

										          เมืองษาครบุรีย				   ๑

	 ให้คงเมืองขึ�น	 			   เมืองชน78 					     ๑			   ๘79	

	 อยู  กรํมท่า					     เมืองระยอง					     ๑	   				  

										          เมืองบางละมุง				   ๑

										          เมืองจันทะบุรรณ80		  ๑

21										          เมืองตราด					     ๑						      ๙			   หัวเมือง81     ๚๛

	 เมืองขึ�นมะหาตไท	 	 เมืองสะมุทสงคราม					    ๑

	 ยกมาขึ�นกรํมทา

22					     เมืองการบรีย8์2	  ๑  

	 ให้ยกเอา	 เมืองไชโยก		   ๑		  ซืงขึ�นกรมท่า 			    	 พระราชทานให้ใปขึ�น

					     เมืองฉเซืงเซารา83 ซืงขึ�นกรมพระกลาโหม

	 กรมหาตไท  ให้ทำ�ราชการให้เสมอกันจึ่งควรด้วย84ยํศถาศักดิ  แล้วจะ

23	 (ไ)ด้ราชการสะดวก  ให้เจ้าเมืองกรมการทำ�ตามรับสั่งนี�จํงทูกประการ    ๚๛

	 ๏  อนึ่งหล้วง85รองเมืองก็จงรักภักดีต่อใตลอองทุลี ฯ ได้โดยเสดจ์ ฯ

	 ทำ�การสงครามหลายครังมีความชอบอยู่ ทั�งเปนคนเก่ารู้ขนบ86ราชการ

	 ในกรมพระนครบาล  ฃอพระราชทานตั�งให้เปนพระยายํมราช  พระราชทาน

24							       ฉเลยี่ง		

	 (เ)ครื่องยํศ  ให้					       สัดโทนคนไช้  โดยถานาศักดิ    ๚๛

							       คานหาม 

	     อนึ่งพระยาธรรมานั�นได้โดยสะเดจ ฯ ทำ�การ87สงครามแตเดีมมาแล้วก็สัจชือ

	 (สุ)จริดมั�นคง  ต่อใต้ลอองทุลี ฯ มีความชอบมาก  ครันจะยํก

	 ใปเปนกรมอืนนั�นไม่ได้  ด้วยพระยาธรรมารู้88ขนบราชการชัดเจนในกรมวัง

77 BC สมุทปราการ.
78 B ชล. C ชลบุรีย์.
79 B รวม ๘ เมือง. C รวม ๘ หัวเมือง.
80 B จันทบูลย์. C จันทบุรีย์.
81 B รวมเปน ๙ หัวเมือง. C รวม ๙ หัวเมือง.
82 B กาญจน์บุรี. C กาญจนบุรีย์.
83 B ฉเชิงเซา. C ฉเชิงเทรา.
84 C ตาม.
85 C ราชを加える。
86 C คำ�นบ.
87 C พระราช を加える。
88 C จัก を加える。
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																													                             ฉเลยีง		

25	 (อ)ยู่แล้ว  ฃอพระราชทานให้เลือนเปนที่อเจ้าพระยาธรรมาคง89ไว้ใหมี

																													                             คานหาม

	 (สั)ดโทนคนไช้  โดยถานาศักดิ  ๏  อนึ่งนายป�น90ข้าหล้วงเดีมได้โดย

	 (เ)สดจ ฯ ทำ�การสงครามมาหลายครังต้องสาตราวุทฆ่าศึก  แล้วครัง

										           นายทับ	

	 (นี�)คิดอานซือสวนชวน				      อนาประชาราษฎร  มาตีเอาพระนคร91บูรีย์92

										           นายกอง

26	 (ได้)มีความชอบมาก  ฃอพระราชทานตั�งให้เปนพระยาพํลเทพ  พระราช

								         เฉลยีง		   

	 ทานเครืองยศให้มี					     สัดโทนคนไช้  ตามถานาศักดิ ๚๛

								         คานหาม

		  อนึ่งหล้วงษรวิชิดจงรักภักดีสัจซือหมายอยู่เปนข้าใต้ลอองทุลี ฯ

	 (ม)า93ชานารแล้ว  ก็ได้โดยเสดจ ฯ การ94สงครามมาแตก่อรแลครังนี�ได้ทำ�

27	 (รา)ชการด้วยสมเดจพระเจ้าหลานเธอ  กรํมหล้วงอณุรักเทเวทจํนสำ�เรจ์

	 (รา)ชการ  แลวได้แตงคํนเอากิจราชการนักเบาในเมืองทนบูรีย์ออกใป

	 (แ)จงใต้ลอองทุลี ฯ95 เถีงดานพระจริด96นั�นมีความชอบมาก  ฃอพระ

	 (รา)ชทาน  เอาหลวงษรวิชิดเปนพระยาพระคลัง97  พระราชทานเครืองยํศ

28	 ให้มี  ฉเลยีงคานหามสัดโทน98คนไช้  โดยถานาศักดิ    ๚๛

			        นายบุญนาก	

	 ๏  อนึ่ง หลวงสุระ	        เปนข้าใต้ลอองทุลี ฯ  มาแตเดีม

			        หลวงฉะณะ

	 แล้วได้โดยเสดจ ฯ ทำ�ราชการสงครามเข้มแขง  แล้วก็เปนนาย

29					        หลวงสุระ		   

	 ทับนายกอง							        ดอง99สาตราวุทฆ่าศึก  คํล100ครังสองครังบาง

89 C คง を欠く。
90 BC ป��น.
91 A ร の上に×印が記され、文字の下に ธน が記されている。
92 B ธนบุรี. C ธนบุรีย์.
93 C ก็ を加える。
94 C พระราช を加える。
95 C ฉบับหนึ่ง を加える。
96 C พระจาฤก.
97 C พระยาพระคลัง を พระยาพิพัฒโกษา  พระยาพิพัฒโกษาเก่า  ขอให้เปนพระยาพระคลัง  ขอ に作る。
98 B สัดโทน を欠く。
99 BC ต้อง.
100 BC คนละ.
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					        หลวงฉะนะ	  

	 ครังนี�เล่า  ก็คิดอ่านเปา101ร้อง102คุมราษฎร  มาตีพระนะครธนบูรีย์มีความ

	 (ช)อบ  ฃอพระราชทานตั�งให103นายบุนนาก  เปนเจ้าพระยาไชวิชิดรักษา

	 (ก)รุง  ฯ  ให้หล้วงฉนะเปนพระยาสรรคบูรีย์  หล้วงสุระเปนพระยาศรีราชเดโช

30	 (พ)ระราชทานเครืองยํศ  โดยถานาศักดิ    ๚๛

		  อนึ่งนายแสงมีความจงรักภักดี  ต่อใตลอองทุลี ฯ  ได้ทูลเกล้า  ฯ

	 (ถ)ว้ายหนังสือหลับ104  ให้ทรํงพระราชดำ�ริะรักษาพระอํงค์รูกิจการแล้วตัวก็

																												                             กาย		

	 (ฝ�)ามาให้ไช้สอยกรากกรำ�ทำ�ราชการอยู1่05ใต้ลอองทุลี ฯ  หาได้คิดรัก

																												                             ชิวิตร์

31	 (ข)องตัวไม่  มีความชอบ  ฃอพระราชทานตั�งให้นายแสงเปนพระยาทิพ

	 (โ)กษา  พระราชทานเครืองยํศโดยถานาศักดิ    ๚๛

		  อนึงนายหงเสมียรเปนคํนเก่า  สัจซือสุจริดได้ทำ�ราชการมาแตเดีม

	 (เ)เล้ารู้ขนบ106ราชการ  ไช้สอยสิงใดได้ดั่งพระไท  มีความชอบมาก

32	 (ขอ)พระราชทาน  ให้นายหงเปนพระยาพ1ิ07ตรไอยสุรยจางวาเชาที่อ108ขอให้

																					                      เกษ		

	 (มี)เฉลยีงคานหามแลเครืองอุปโภก109  พระราชทาน			      ให้เปนพัรรยา

																					                      จุย110

	 พระยาพิพิตไอยสุรย์  ๏  อนึงขุนโลกทีป  กาไชโยก ๒ คํน

	 (จ)งรักภักดี  ชำ�ระพระชัณษาทูลเกลา ฯ ถว้ายทำ�นายถูกต้องแต

33	 (เ)ดิมจํนเสดจ ฯ ขึ�นปราบฎาภิเศกมีความชอบฃอพระราชทานตั�ง

		  ขุนโลกทิปเปนพระโหราธิบดี	 

	 ให้111  											               ให้พระราชทานเครืองยํศโดยถานาศักดิ    ๛

		  กาไชโยกเปนขุนโลกทิป

101 B ป�าว. C เป�า.
102 C ร้อง を欠く。
103 C ให้ を加える。
104 BC ลับ.
105 B ใน を加える。
106 C คำ�นบ.
107 A พิ の下に พิ が記されている。
108 B พระยาพิพิธไอยสุรยจางวางชาวที่. C พระยาพิพิธไอยสูรย์จางวางชาวที่.
109 C บริโภก を加える。
110 B เดคจุ้ย. C เกษจุ้ย.
111 B ให้ を欠く。
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34				      หล้วงพิเรน					    ๑112	

				      หลวงภักดีผูธร			   ๑		

	 ๏  อนึ่ง	  หลวงภักดีสงคราม		 ๑			   เปนข้าใตลอองทุลี ฯ

				      หลวงสัจา					     ๑

				      หล้วงไชณะรํง			   ๑	

35																					                        ทับ   

	 แตเดีมมาไดโดยเสดจ ฯ การสงครามเขมแขงเปนนาย

																					                       กอง

	 ต้องสาตราวุทฆ่าศึกแทบบัรรดาตายคละ113ครังหนึ่งสองครัง  ได้ราชการ

	 มีความชอบมาก  ฃอพระราชทานตั�งให้เปนอาษา  หกเหล่า

36		     หล้วงพีเรนเปนพระยาท้ายน�ำ�							     

		     หล้วงภักดีผูธร  เปนพระยารามกำ�แหง					     พระราชทานเครือง	

	 ให้  หล้วงภักดีสงครามเปนพระยาพีไชรํณฤทธ										            		  ๛

		     หล้วงสัจา  เปนพระยาวิชิดรํณรํงค์						      ยศโดยถานาศัก

		     หล้วงไชณรงค114เปนพระยาพิไชสงคราม

37				      นายบุญนาก						      ๑	    

				      หลวงกลาง							      ๑

				      ขุนปองพลขัน115 				    ๑

				      นายทองอยู่ช่างทอง			   ๑

				      ขุนกลาง 							       ๑

38				      ขุนจุย116  							       ๑

				      ขุนยุกรบัด							      ๑

				      หล้วงอิน							       ๑

				      หล้วงชำ�ณิ 							      ๑

				      นายตรีเสมียร 					     ๑

39 				      นายบุญจัน							      ๑

				      นายทองศุก 						      ๑

	 ๏  อนึ่ง															              ๓๐117

				      หล้วงพลเผ่นทยาน				   ๑

112 B 以下５名の人名に続く ๑ を欠く。
113 BC คนละ.
114 B หลวงพิไชยณรงค.
115 B ป�องพลขันธ์. C ป�องพลขัน, 以下でも同じ。
116 BC จุ้ย, 以下でも同じ。
117 B รวม ๓๐ คน. C ๓๐ を欠く。
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				      นายปานเสมียร					     ๑   

				      นายทองดวง118 					    ๑

40				      นายทองดี119

				      หมืนศรีเสนา						    

				      หลวงราม								      

				      หมืนไชเสนี

				      นายษาเสมียร

41				      นายสุจ์ใจ120

				      นายบุญเมือง

				      หลวงวัง

				      หล้วงมะหาพิไชย

				      ขุนสิทธิรักษ์

42				      หมินสะนิจ์121

				      รองจา122

				      นายสุด

				      นาสม123

				      นายมูล

43	 ทำ�ราชการมาชานานได้โดยเสดจ ฯ การสงครามใปปราบอริราช124ฆ่าศึก

	 นา ๆ นุประเทษ  มีไชยชำ�ณะหลายครังความชอบมาก

	 ฃอพระราชทาน												               ตั�งให้

	 นายบุญนาก  เปนพระยาอุไททัน125

44	 หลวงกลาง  เปนพระยาราชสงคราม

	 ขุนปอ้งพลขัน  เปนพระยาจุลาราชมํลตรี

	 นายทองอยู่ช่างทองเปนพระยาศรีไกรลาษ126

	 ขุนกลาง  เปนพระยาอภัยรณฤทธ์

45	 ขุนจุย  เปนพระยาอะนุชิดราชา

	 ขุนยุกรบัด  เปนพระยารักษมํลเทยีร

118 B ทองกอง.
119 BC 以下15名の人名に ๑ を加える。
120 BC สุดใจ, 以下でも同じ。
121 BC หมื่นสนิท, 以下でも同じ。
122 BC รองจ่า.
123 BC นายสม, 以下でも同じ。
124 C อริยราช.
125 BC พระยาอุไทธรรม. C 以下20名の任命・昇進後の人名に ๑ を加える。
126 B พระยาไกรลาศ. C พระยาไตรลาศ.
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	 หล้วงอิน  เปนพระยาเพชพีไชย

	 หมืนชำ�นิ  เปนพระยาศรีเสาวะภาหะ

46	 นายตรีเสมียร  เปนพระยาศรีพิพัด

	 นายบุญจันเปนพระยาวิชิดภักดี จางวางคลังในซาย

	 หลวงพลเผ่นทะยาน  เปนพระพิพิตเดชะ

	 นายปานเสมียร  เปนพระเทพวรชุน

47	 นายทองดวง127  เปนพระสมบัดธิบาน

	 นายทองศุก  เปนพระเสนาพีมุก

	 นายทองดี  เปนจหมืนสรีสาวรักษ128

	 หมืนศรีเสนาเปนจหมืนไววอระนารถ129

48	 หล้วงราม  เปนพระกำ�แพง

	 หมืนไชเสนี  เปนหล้วงราชณิกุน130

	 นายษาเสมียรเปนพระรองเมีอง

	 นายสุดใจ  เปนพระพีเรณเทพ131  นายบุญเมีองเปนพระมหาเทพ

49	 หล้วงวัง  เปนพระจันทาทิด

	 หลวงมหาพิไชย  เปนพระจาแสน132

	 ขุนสิทธิรักษ์  เปนหล้วงเทพสมบัด

	 หมืนสะนิจ์  เปนหล้วงราชวํงษา

50	 รองจา  เปนหล้วงอินมํลตรี

	 นายสุด  เปนหมืนทิพรักษา

	 นายสม    เปนหมืนราชาบาล

	 นายมูล  เปนหมืนราชามาศ133

51	 หมืนสะนิจ์    เปนพระมะหามํลตรี

	 ให้134พระราชทาน  เครืองยศโดยถานาศักดี    ๚๛

	 	 	  พระพีมาย135					   

	 	 	  หล้วงณะรา136

127 B นายทองกอง. C นายดวง.
128 B จหมื่นศรีเสาวรักษ. C จหมื่นศรีสรรักษ์.
129 A ２つ目の ว の上に " を記す。B จหมื่นไวยวรนารถ. C จหมื่นไววรนารถ.
130 BC หลวงราชนิกูล.
131 B พระพิเรณเทพ. C พระพิเรณทร์เทพ.
132 BC พระจ่าแสน.
133 BC หมื่นราชามาตย์.
134 C ให้ を欠く。
135 B พระพิมาย, C พระภิมาย, 以下でも同じ。またＣは以下22名の人名に ๑ を加える。
136 BC หลวงนรา, 以下でも同じ。
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			    พระราชบูรีย					   

52			    พระวิเชยีร						    

	 	 	  หล้วงพลพูน

	 	 	  หล้วงพิพัดเส่นหา137		

	 	 	  หล้วงสิทธิสงคราม

			    หลวงเมือง

	 อนึ่ง	 นายเษม138

53			    หล้วงศรีสงคราม

	 	 	  ขุนศรีภักดี

	 	 	  พระไช้บาดาน

	 	 	  หลวงไช้ณะรง139

	 	 	  ขุนวีเศท140

	 	 	  หมืนวีเศท

54	 	 	  หล้วงนะรง

	 	 	  หล้วงเทยีม

	 	 	  ขุนแพง141

	 	 	  ขุนเทพอายา

	 	 	  หล้วงปลัดเมืองพิมาย

	 	 	  หล้วงนา

55			    ขุนด่าน142

	 เปนข้าใต้ลอองทุลี ฯ แตเดีมมา  ได้โดยเสดจ ฯ การ143สงคราม

	 รํบพุงฆ่าศึก  ได้ราชการมาหลายครังมีความชอบมาก  ฃอพระราช

	 ทานตั�งให้  พระพีมาย  เปนเจ้าพระยานะครราชศรีมา144

	 [หลวงนราเปนพระยาพิศณุโลกย์]

	 [พระวิเชียรเปนพระยาศุโขไทย145]

	 [หลวงพลพูนเปนพระยาเพ็ชร์บุรีย์]

137 B หลวงพิทักษเสน่หา, C หลวงพิพัฒเสนหา, 以下でも同じ。
138 BC นายเสม, 以下でも同じ。
139 B หลวงไชยณรงค, C หลวงไชยณรงค์, 以下でも同じ。
140 BC วิเสศ, 以下でも同じ。
141 BC ขุนแพ่ง.
142 C รวมยี่สิบสองคนนี� を加える
143 C พระราช を加える。
144 C 以下22名の任命・昇進後の人名に ๑ を加える。
145 B พระยาโศกโขไทย.
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	 [หลวงพิพัฒเสน่หาเปนพระยานนทบุร1ี46]

	 [หลวงสิทธิสงคราม147เปนพระยาปราจินบุรีย์]

	 [หลวงเมืองเปนพระวิไชย]

	 [นายเสมเปนพระยาสมุทสงคราม]

	 [หลวงศรีสงครามเปนพระพรหมบุรีย์]

56	 ขุนศรีภักดี  เปนพระอีนทบูรีย์

	 พระไชบาดาน  เปนพระยาอานทอง

	 หลวงไชณะรง  เปนพระนครสวรรค์

	 ขุนวีเศท  เปนพระไชนาฎ  หมืนวิเศทเปนพระการบุรีย

57

58

59	 หล้วงณรํง  เปนพระอุไทธาณี

	 หล้วงเทยีม  เปนพระนครไชศิล148

	 ขุนแพง  เปนพระไชบาดาน

	 ขุนเทพอายา  เปนพระพิชบูรรณ์

60	 หล้วงปลัดเมืองพิมาย  เปนพระพีมาย

	 หล้วงนา  เปนพระยาวิจิตร์

	 ขุนดาน  เปนพระสวรรคโลกย์

	 พระราชบูรีย์  เลีอนที่อเปนเจ้าพระยาราชบูรีย์

61	 พระราชทานเครืองยํศตามถานาศักดี  อนึ่งนายสังจงรักภักดีต่อ

	 ใต้ลอองทุลี ฯ กระติงกระแตงคุมพักพวกชวยรํบพุง  ดว้ยสม

	 เดจพระเจ้าหลานเธอ  เจ้าฟ�ากรํมหล้วงอณุรักษ์เทเวษจนสำ�เรจ์

	 ราชการ  เอาชิวิดแลกความชอบ  ฃอพระราชทานตั�งให้

62	 เปนพระเทพสุดาวะด1ิ49เจ้ากรํม  พระราชทานเครืองยศตามถานาศักดี

	 ๏  อนึ่งพระยาจักรโตโหน150  ได้โดยเสเดจพระราชดำ�เนีนสงครามมาก็

	 หลายครัง  แล้วก็สัจซือมั�นคงจงรักษ์ภักดี  ต่อใต้ลอองทุลี ฯ

	 แล้วราชการครังนี�  พระยาจักรโตโหนก็ซือกรํง151หาเอาใจแปรผันไม่

63	 ฃอพระราชทานตั�งให้เปนเจ้าพระยาศรีธารมาธิราช  พระราชทานเครืองยํศ

146 C พระยานนท์.
147 C หลวงสุทธิสงคราม.
148 B พระนครไชศรี.
149 B พระเทพสุภาวดี.
150 C พระยาตักโตโหน.
151 BC ซื่อตรง.
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	 โดยถานาศักดี  แล้วให้ยกเอาที่อตำ�แหน่งทุกข152ราษฎรทูกหัวเมือง

	 ปากใต้ฝายเหนือมาขึ�นเจ้าพระยาศริธารมาธิราช  ได้ตั�งแตงว่ากล่าวสืบ

						      เฉลยีง		

	 ใป  ฃอให้มี					        สัดโทนคํนไช้ตามตำ�แน่งเจ้าพระยาศรีธารมาธิราช  ฃอเด(ชะ)

	 	 	 	 	 	 คานหาม

訳註
　◎小暦1144年寅年第４年閏８月黒分11日日曜日153、［ボーロマナート・ボーロマボピット王

陛下は］154宮中の四面獅子座太陽天堂155の上の謁見の間においでになり、勅命をもって獅子吼

せられ、命じられるには、「［私は］御幸して吉祥なる繁栄に登りつめ、灌頂を受けて王位に即

き、［その］公務を終えた。そこで親征に従って、以後功績のあった王子王甥、官僚について

は、どのように功績に褒賞を与えるべきであろうか。また以前からの国王の慣例では、北部の

一、二、三、四級の地方国は民部大臣に所属し、南部の一、二、三、四級の地方国は兵部大臣

に所属していた。かつて兵部大臣は処罰を蒙ったので、南部の地方国を港務省156に所属させ

た。処罰から長く経過し、［そのときの］王からも長く経過した157。今、兵部大臣は功績があ

り、港務省にも功績がある。南部の地方国を分けて一部を兵部に属させ、一部を港務省に残そ

う。またチャオプラヤー・シータンマーティラート158の地位には、処置する［対象となる］役

職がなかった。トゥッカラーサドーン159職［の管轄権］をチャオプラヤー・シータンマーティ

152 C ทุกข を欠く。
153 1782年８月４日日曜日。
154 Ａの修正と BC によって補う。「ボーロマナート・ボーロマボピット」は一世王のタイトルであり、「最勝

なる守護者、もっとも清浄なもの」の意。
 　ニティによれば、一世王の父方は、ナーラーイ王（1656‒88年）時代の大蔵大臣でフランスに遣使された

こともあるチャオプラヤー・コーサー（パーン）（เจ้าพระยาโกษา (ปาน)）に遡るという。彼の曾孫のルアン・
ピニットアクソーン（トーンディー）（หลวงพินิจอักษร (ทองด)ี）の子トーンドゥアン（ทองด้วง）が一世王で
ある。 その家系は歴代高官を輩出し、他の大臣の家系とも親族関係にあったとする。ゆえにニティは一世
王の出自を「貴人の血統」と見なした［นิธ ิ2004 (1986): 404‒406］。しかしその根拠である『始祖の勢威』

［“อภินิหารบรรพบุรุษ.” 2002 (1930): 13‒18］は19世紀後半に編纂された史料である。そこに見えるチャクリー
王家の系譜はそれ以前の史料によって裏付けることができない。『一世王年代記』でさえ、一世王の家系に
ついて何も記していない。ちなみに、ルアン・ピニットアクソーンは民部省書記官（เสมียรตรากรมมหาดไท）
であり、位階田600ライ、下級のクンナーン（註162参照）であった。

155 パーリ語 caturamukkhasin4 hāsanasuriyavimāna の直訳。
156 ラタナコーシン朝では港務省は大蔵省（กรมพระคลัง）と同一の組織と見なしうる［川口2015］。
157 アユタヤ時代に兵部省が南部を管轄したことを示す同時代史料は管見の限り存在しない。ただし17世紀末

から大蔵（港務）省が南部統治に関与したのは事実と考えられる。川口［2015］参照。
158 宮内省総裁（จางวางกรมวัง）と考えられる。註204参照。
159 パーリ語・サンスクリット dukkharās

4

tra の転訛であり、「人民の苦しみ」、「苦しむ人民」、「国の苦しみ」、
「苦しむ国」といった意味だが、不詳。『三印法典』「新勅令44」（1802年）にトゥッカラート（ทุกขราช）な
る地方官が見え［KTSD, vol. 5: 368］、トゥッカラーサドーンとはこれであろう。シータンマーティラート
に全地方に在任するトゥッカラーサドーンを管轄させる、というのが本文の意味と考えられる。
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ラートに与えよう。どのように任命し処置するのか、議政堂の閣僚160と大法廷の判事161に協議

させて示させよ」と。

　◎臣、議政堂の閣僚たるプラヤー・ピパットコーサー162、プラヤー・ラーチャパクディー163、

プラヤー・ラーチャスパーワディー164、プラヤー・マハーアムマート165、プラヤー・アスラセー

ナー、［以上］５名と、大法廷の判事たるプラ・クルーマヒトーン166、プラ・クルーピチェー

ト167、プラ・クルーピラーム168、クン・ルアンプラクライシー169、［以上］４名、［計］９名は協

議させていただきましたところ、ナコーンラーチャシーマーの王甥殿下170につきましては、

［即位以前の一世王の］親征に従うこと多く、この度はトンブリーの騒乱が生じたことを察知

されますと、［陛下が都に］おいでになる前に、殿下は急ぎナコーンラーチャシーマーからト

160 大臣や局長からなる、政府の高官団［川口2006: 74‒75］。
161 宮廷バラモン局（เจ้ากรมลูกขุน）に所属し、判事を務めるバラモンたち。
162 大蔵（港務）省奏聞担当次官（ปลัดทูลฉลอง）、位階田（ศักดินา）1000ライ。本名ソン（สน）。以下、本名、

官等（บรรดาศักดิ）์・欽賜名（ราชทินนาม）、官職（ตำ�แหน่ง）、位階田は判明しているもののみ註記する。官
等は上からチャオプラヤー、プラヤー、プラ、ルアン、クン、ムーンである。欽賜名は官職ごとに用意さ
れている名。位階田とは田の面積によってそのものの社会的地位を示したもの。単位はライ（1600m2）。
位階田400ライ以上がクンナーン（官僚貴族）である。官職と位階田は基本的に『三印法典』「文官・武官
地方国位階田法（พระไอยการตำ�แหน่งนาพลเรืองทหารหัวเมือง）」［KTSD, vol. 1: 219‒327］による。

 　「協議書」ではホンが大蔵（港務）大臣（เจ้ากรมโกษาธิบด）ีに推薦されているが、実際にはソンがそれに
就き、チャオプラヤー・プラクランとなった。PRPTMB: 「［一世王は］プラヤー・ピパットコーサーをチャ
オプラヤー・プラクランに任じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: PRPTMB におおむね同じ。
しかし1783/4年に、意味不明な言動によって港務省公務補佐プラヤー・アッカラート（พระยาอัคราช 
ช่วยราชการในกรมท่า）に降格された［PRPR1: 22］。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 420］はソンを「貴人の血統」
と推測。RTCP［9］が引くチャオプラヤー・ティッパーコーラウォン著 ลำ�ดับเสนาบด（ี『歴代大臣』、未刊）
に หมอมสน「モーム・ソン」とあるのがその根拠である。「モーム」は貴人の名に冠される語であるため。
しかし『歴代大臣』の一写本では「モーム」の語なし［“ลำ�ดับเสนาบดีกรุงรัตนโกสินทร์ ตั�งแต่ ร.๑-ร.๔” NL. 
CMH. R.I. C.S. 1144, no. 9. 以下、LSKR と略］。

163 管財大蔵局長（เจ้ากรมพระคลังมหาสมบัด）ิ、位階田5000ライ。
164 人員登録局長（เจ้ากรมพระสุรัศวดีกลาง）、位階田5000ライ。
165 民部省北方担当民部局長（เจ้ากรมมหาดไทฝ�ายเหนือ）、位階田3000ライ。
166 宮廷バラモン局王師（พระมหาราชคร）ู、位階田10000ライ。
167 宮廷バラモン局侍講（พระราชครู）、位階田5000ライ。
168 宮廷バラモン局侍講、位階田5000ライ。
169 宮廷バラモン局民事裁判局長（เจ้ากรมแพ่งกลาง）、位階田3000ライ。Ｃの「トライシー」は誤り。
170 本名トーンイン（ทองอิน）、1746‒1806年。一世王の姉サー（クロマプラヤー・テープスダーワディー）と

プラ・イントーララクサー（モーム・セーン）の長男。一世王の甥。当時はナコーンラーチャシーマー国
主プラヤー・スリヤアパイ（พระยาสุริยอภัย）［PRPTMB: 140］。なお王族の履歴については บรรเจิด［1996］
を参照した。
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ンブリー都に戻られました171。寅年第４年５月黒分５日火曜日172になって、アーイ173・ブン

ミー・ラームラック174、アーイ・プラヤー・サン175、アーイ・プラヤー・マハーセーナー176と官

吏が図って王甥殿下を急襲しました。［しかし王甥は］敵のところに火を放って一方的に勝利

しました。王甥殿下は戦いにおいて勇猛練達であり、また国王陛下の威徳により、アーイ・ブ

ンミー・ラームラックとの戦いを続け、10トゥム時（午前４時）から明け方に至りました。午

後２モーン時（午後２時）頃になって、アーイ・ブンミーの一党は王甥殿下に敗れ、［王甥は］

勝利することがかないました。アーイ・ブンミー・ラームラックと、アーイ・ブンミー・ラー

ムラックの一党を捕らえること多数でした。王甥殿下をチャオファー177・クロマルアン178・アヌ

171 当時の状況は以下の通り。タークシンはカンボジア王アン・ノーンを後援していた。しかし1779年にカン
ボジアの高官チャオヴィエ・ムーが、一時的にサイゴンを回復した阮福暎政権を後ろ盾に得て、アン・ノー
ンを殺し、アン・エーンを即位させて実権を掌握した。そこで1781年にタークシンの命を受けて、チャオ
プラヤー・チャクリー（一世王）と弟チャオプラヤー・スラシーがムーらを討伐するために軍をカンボジ
アに進めた。ムーは逃げて阮福暎政権に助けを求めた。チャクリーらはプノンペンに駐留して、阮有瑞率
いる阮福暎軍と対峙した。そこにプラヤー・サンが首都を落としたという報告が入ったため、チャクリー
はプラヤー・スリヤアパイを都に急行させるとともに、阮有瑞と講和して帰京を急いだ［PRPTPC: 124‒
125, 130‒131; PRPTMB 132‒134, 140‒141; 『河僊鎮葉鎮鄚氏家譜』；『嘉定城通志』巻３疆域志、河僊鎮；『大
南寔録』第一紀、巻１、壬寅３年正月条；北川2006: 168‒169, 176‒179］。

172 1782年４月２日火曜日。
173 人名に冠する語。侮蔑的な意味を持つ。
174 クロマクン・アヌラックソンクラーム（กรมขุนอนุรักษ์สงคราม）親王。タークシンの母方の親族か［นิธิ 

2004 (1986): 66］。タークシンがプラヤー・サンに降伏した際に、捕らえられたが、のちに解放されてプラ
ヤー・サンの一党に加えられた［PRPTPC: 129‒130; PRPTMB: 139, 141］。「協議書」にブンミー・ラーム
ラックが一党の代表として扱われ、またプラヤー・サンよりも先に彼の名が挙がっているところから、プ
ラヤー・サンらは彼を神輿として担いだ可能性がある［Cf. Terwiel 2005 (1983): 59］。彼はプラヤー・サン
らとともにチャオプラヤー・チャクリーに処刑された［PRPTPC: 132; PRPTMB: 149］。

175 1782年、重税をきっかけにアユタヤで反乱が起こった。叛徒はアユタヤ国主を殺害するに至ったため、
タークシンはプラヤー・サンに鎮圧に向かわせた。ところがプラヤー・サンは叛徒と合流し、トンブリー
を包囲した。交渉の末、タークシンは出家を余儀なくされた。のち、「協議書」にもあるようにプラヤー・
スリヤアパイとの戦いに敗れて捕らえられ、チャクリーに処刑された［PRPTPC: 128‒134; PRPTMB: 138‒
149］。

 　なお、反乱の原因となった重税とは、『河僊鎮葉鎮鄚氏家譜』によれば家屋３間ごとに銀20銖（バーツ
か）の税を徴収するというもので、全土で施行され、銀のないものは竹牢に収監されたため、怨嗟の声に
満ちた。一世王は家屋税を廃止しているため［PRPR1: 208］、この税がトンブリー朝滅亡の引鉄になったの
が事実である可能性は高い。

 　また、年代記は反乱の首謀者を「ナーイ・ブンナーク（นายบุญนาค）」と「クン・スン（ขุนสุร）」と記す
［PRPTMB: 138］。一方で、『大南寔録』第一紀、巻１、壬寅３年正月条は首謀者をプラヤー・サン（丕雅
寃産）の弟であったとする。PRPTMB［147］では弟は「ルアン・テープ（หลวงเทพ）」とあり、兄ととも
に処刑されたが、反乱首謀者との記述はない。

176 プラヤー・サンの一党。トンブリー朝末期の兵部大臣か。一世王に処刑された［PRPTPC: 132］。
177 血統に基づく王族の位階のひとつ。チャオファーは国王と王族の母とのあいだに生まれた男子に与えられ、

第１位の位階である。
178 クロム（支配者と被支配民によって構成される人的組織）が王族に設置された際に与えられる王族の位階

のひとつ。上からクロムプラヤー、クロムプラ、クロマルアン、クロマクン、クロマムーン。
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ラックテーウェートに叙任し、功績のあった王甥殿下の役職に応じて、輿と、長柄が螺鈿で装

飾された３層の標章（傘蓋）、水上行列用の船１対を持たせるようにお願い申し上げます179。

　◎また、王甥殿下３名、王弟殿下１名、［計］４名につきましては、若いときから親征に従

い、毎回諸国と戦い、多くの功績を挙げました。王甥殿下をクロマルアン・ティベートボー

ディン180、クロマルアン・ナリンローナレート181、クロマルアン・テープハリラック182、クロマ

ルアン・チャックチェーサダー183に叙任し、功績のある王家の子弟にふさわしい位階の品物184

を下賜されるようにお願い申し上げます。

　◎また、オン・プラトム（第一）王子殿下185については、まだ若く、親征に従うことに精励

されて功績を挙げました。王子殿下をチャオファー・クロマルアン・イッサラスントーンに叙

任し、功績ある王子殿下にふさわしい品物を下賜されるようにお願い申しあげます。◎また、

ナーイ186・ソン187は陛下の下僕であり、勤勉で忠誠心あり、長く公務を行い、いずこかで親征

となれば188親征に従い、［一世王の］威徳を盛り立て、毎回欠かすことなく［一世王の］耳目

の代わりとなって公務を行い、１度も陛下を怒らせることはありませんでした。功績は多く、

大国を統治させるべきですが、［そうすれば彼は］陛下からあまりに遠くにいることになると、

臣には思えます。臣らは皆、民部大臣チャオプラヤー・ラタナーピピット189に任命され、陛下

179 PRPTMB: 「王の甥プラヤー・スリヤアパイを、［一世王は］チャオファー・クロムプラ・アヌラックテー
ウェート王甥殿下に叙任された。のちに、［一世王は］位階がなお多大な功績に比してふさわしくないとお
考えになったため、後王クロムプララーチャワン・サターンピムックに昇格させられた。［彼は］王命を受
けてバーンコーク・ノーイ運河沿いの西の市域にある茘枝園に屋敷を建てた」。PRPPRHL: PRPTMB に同
じ。PRPR1: PRPTMB におおむね同じだが、「幼名はチャオファー・トーンインである」を加える。なお、
下線部は年代記諸本の記述のうち、「協議書」と特に異なる部分である。以下でも同様。後王（วังหลัง）と
は国王、副王（前王）に次ぐ第３位の王族。彼がラタナコーシン朝唯一の後王である。後王に就任した時
期は不明。一方で『大南寔録』第一紀、巻１、壬寅３年正月条に「王の姪摩勒を三王と為す」とあり、建
国直後に後王になっている。「摩勒」は「アヌラック」。

180 本名ブンムアン（บุญเมือง）。1753‒1839年。一世王の姉サーの次男。一世王の甥。
181 本名トーンチーン（ทองจีน）。1757‒1797年。一世王の姉サーの三男。一世王の甥。
182 本名タン（ตัน）。1759‒1815年。一世王の姉ケーオ（クロマプラ・シースダーラック）とチャオクルアグー

ンの長男。一世王の甥。
183 本名ラー（ลา）。1760‒1807年。一世王の異母弟。
184 脚付きの盆や水瓶などを指す。
185 本名チム（ฉิม）。1767‒1824年。一世王と正妃アマリンタラーマートの子。のち、1806年に副王、1809年に

二世王として即位。
186 男性の名に冠する語。特に貴賎を分かつ意味を持たない。ナーイの語はラタナコーシン朝が成立した時点

で、そのものが無位無官であったことを示す。ニティは名にナーイが付くものは「貴人の血統」に属さな
いという［นิธ ิ2004 (1986): 423］。官僚73名中21名がそれに該当するが、その数はニティが「貴人の血統」
と確定・推測した12名を超えている。

187 本名ソン・ソンティラット（สน  สนธิรัตน）。1735‒1805年。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 420］は「貴人の血統」
と推測。RTCP［3］所引『歴代大臣』に「モーム・ソン」とあるため。しかし LSKR では「モーム」の語
なし。

188 Ｃに従って訳す。
189 位階田10000ライ。
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のお近くで公務を行わせて威徳を盛り立てさせ、以前の民部大臣の例にならって、使用人190、

輿、食器を持たせるようにお願い申し上げます191。

　◎また、プラヤー・ペチャブーン192は誠実で、古くから弟君殿下193のもとで命を捨てて戦っ

て公務を果たし、功績多く、かつ以前のプラヤー・カラーホーム194の子です。チャオプラ

ヤー・マハーセーナー195に任命し、以前の兵部大臣の例にならって、使用人、輿、食器を下賜

されますようお願い申し上げます196。

　◎［かつて］兵部に属していましたが、港務省に移管された南部諸国につきましては、今兵

部［大臣］は功績がありますので、港務省と民部に属する南部と西部の地方国を分割して兵部

に移管するようにお願い申し上げます。［兵部省に移管する］港務省の国は、ナコーンシータ

マラート１国、ソンクラー１国、パッタルン１国、タラーン１国、チャイヤー１国、プラティ

ウ１国、チュンポーン１国、クローンワーン１国、クイ１国、プラーン１国、タナーワシー

（テナッセリム）１国、アンマリット（メルギ）１国、［以上］12国197、［兵部省に移管する］民

190 テキストにある สัดโทน は語義が不明。『三印法典』「36条法」第36にも สัดโทนคนไช้ とあることから
［KTSD, vol. 4: 252］、とりあえず สัดโทน と คนไช้ は同じ意味を持っていると見なし、「使用人」と訳して
おく。

191 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣である民部省書記官プラ・アッカラスントーン（พระอักขระสุนธรเสมียนตรา）を
民部大臣チャオプラヤー・ラタナーピピットに任じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「名を
ソンといい、旧臣であり、親征に従うこと多く、公務を行なって王の威徳を盛り立て、王の耳目の代わり
となって、誤ることがなかった民部省の書記官プラ・アッカラスントーンを、［一世王は］民部大臣チャオ
プラヤー・ラタナーピピットに任じられた」。アユタヤ末期に民部省書記官を務め、アユタヤ滅亡後にのち
の一世王に無官のまま仕えたのであろうか。1805年に死去するまで民部大臣。

192 ペチャブーン国主、位階田10000ライ。本名プリー（ปล）ี。C は「ピサヌローク副国主プラ・チャイブーン」
とあり、意図的な修正。1782年に副王宮の兵部大臣プラヤー・クララーホームラーチャセーナーに昇進し
たプラヤー・チャイブーンと混同したものと考えられる［PRPR1: 14］。年代記諸本は「プラヤー（プラ）・
トゥッカラート」に作るが（註196）、誤りか、以前の欽賜名であろう。

193 一 世 王 の 実 弟 ブ ン マ ー（บุญมา）。1743‒1803年。 タ ー ク シ ン に 仕 え て チ ャ オ プ ラ ヤ ー・ ス ラ シ ー
（เจ้าพระยาสุรสีห）์となる。建国後、第２位の王族・副王（前王）クロムプララーチャワンボーウォーン・
マハースラシンハナート（กรมพระราชวังบวรมหาสุรสิงหนาท）となって軍功を重ねるも、一世王と対立し、
内乱を起こす寸前にまで至った［PRPR1: 161, 186‒187］。

194 本名クローンクレープ（คลองแกลบ）。ボーロマコート王の治世、1755年から58年頃まで兵部大臣を務め、
シャイフ・アフマドの子孫（ブンナーク家の始祖であるブンナークから見れば叔母に当たる）を娶ったと
いう［Wyatt 1994 (1968); 1994 (1986)］。ゆえにニティ［นิธิ 2004 (1986): 420‒421］はプリーを「貴人の血統」
と確定。なおクローンクレープの出自は不明。

195 兵部大臣、位階田10000ライ。
196 PRPTMB: 「［一世王は］ピサヌロークのプラヤー・トゥッカラート（พระยาทุกขราษฎร）์を兵部大臣プラ

ヤー・マハーセーナーボーディーに任じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「名をモーム・プ
リーといい、プラヤー・クララーホーム・［本名］クローンクレープの子であり、功績があり、古くから王
とともに戦い、生命を省みることがなかった、ピサヌロークのプラ・トゥッカラートを、［一世王は］兵部
大臣チャオプラヤー・マハーセーナーに任じられた」。1793年のタヴォイ攻防戦で行方不明になるまで兵部
大臣［PRPR1: 146］。

197 PRPR1: ランスアン、クラ、タクアパー、タクアトゥン、パンガー、カーンチャナブリー、チャイヨーク
（サイヨーク）が加えられ、合計19国とされている。
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部省の国はペチャブリー１国、［計］13国です。

　港務省［の所管］に残す国は、ノンタブリー１国、サムットプラ［ー］カーン１国、サー

コーンブリー１国、チョン［ブリー］１国、ラヨーン１国、バーンラムン１国、チャンタブー

ン（チャンタブリー）１国、トラート１国、［計］８国であり、民部から港務省に移管する国

は、サムットソンクラーム１国、［港務省所管の地方国は計］９地方国です。

　港務省に属するカーン［チャナ］ブリー１国、チャイヨーク（サイヨーク）１国、および兵

部省に属するチャチューンサオは民部省に移管され198、常に公務を行わせるのが、位階に対し

てふさわしく、公務が円滑に行われるでしょう。国主と役人にこの勅命の通りにすべて行わせ

ましょう。

　◎また、ルアン・ローンムアン199は陛下に対する忠誠篤く、親征に従うこと多く、功績があ

ります。また首都省の公務の慣例をよく知る古参のものでもあります200。プラヤー・ヨマラー

ト201に任命し、地位にあわせて位階の品物を下賜され、輿と使用人を与えるようにお願い申し

あげます202。

　また、プラヤー・タンマー203は古くから親征に従っており、陛下に対して固く誠実であり、

多くの功績を挙げました。他の部局に移すことはできません。プラヤー・タンマーは宮内省の

慣例に通暁しているためです。チャオプラヤー・タンマーに昇進させ、地位にあわせて輿と使

用人を持たせるようにお願い申しあげます204。◎また、旧臣ナーイ・ピン205は親征に従うこと

198 PRPR1: カーンチャナブリーとチャイヨークは港務省から兵部省に移管されている。
199 本名トーンイン（ทองอิน）。首都省（กรมพระนครบาล）右部巡察局長（เจ้ากรมกองกระเวนขวา）、位階田1000

ライ。
200 この文言からニティ［นิธ ิ2004 (1986): 424］は、トーンインがアユタヤ時代の首都大臣と何らかの関係があ

るとしつつ、彼を「貴人の血統」と推測する。
201 首都大臣（เจ้ากรมพระนครบาล）、位階田10000ライ。
202 PRPTMB: 「［ 一 世 王 は ］ ル ア ン・ イ ン タ ラ ー テ ィ ボ ー デ ィ ー・ シ ー ハ ラ ー チ ャ ロ ー ン ム ア ン

（หลวงอินทราธิบดีสีหราชรองเมือง）をチャオプラヤー・ヨマラートに任じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に
同じ。PRPR1: 「名は不明であり、戦いに従事すること多く、功績を挙げたルアン・インタラーティボー
ディー・ラーチャローンムアンを、首都省の慣例を知っている古参のものであるため、チャオプラヤー・
ヨマラートに任じられた」。1785年、ビルマ軍との戦いにおける失態によって、首都省公務補佐プラヤー・
マハーティラート（พระยามหาธิราชช่วยราชการในกรมเมือง）に降格［PRPR1: 77‒78］。

203 本名ブンロート・ブンヤラッタパン（บุญรอด  บุณยรัตพันธ）์。宮内大臣（เจ้ากรมวัง）、位階田10000ライ。
204 PRPTMB: 「［一世王は］プラヤー・タンマーティボーディーをチャオプラヤーに昇格させられ、旧来のと

おり宮内省を司らせた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「名をブンロートといい、旧［アユタヤ］
王国のプラヤー・モンティアンバーン（พระยามนเฑียรบาล）の子である、トンブリー朝のプラヤー・タンマー
ティボーディーを、功績があり、親征に従い、陛下に対して誠実で愛され、宮内省の慣例を知っているた
め、他の部局に移せないので、［一世王は］チャオプラヤー・タンマーティコーンに昇進させられた」。ここ
からニティ［นิธ ิ2004 (1986): 421］はブンロートを「貴人の血統」と確定。1785年に、ビルマ軍との戦いにお
ける失態によって、宮内省総裁プラヤー・シータンマーティラート（พระยาศรีธรรมาธิราชจางวางกรมวัง）に
降格［PRPR1: 77‒78］。

205 本名ピン・シンハセーニー（ป��น  สิงหเสน）ี。Wyatt［1994 (1968)］は、プラサートトーン王（在位1629‒56
年）に仕えたインド人バラモン Śirivadd

4 4

hana の孫であるチャオプラヤー・マハーソムバット（ポン）の子
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多く、敵の武器を［身体に］受け［て負傷し］ました。そしてこの度、司令官・隊長・人民を

［自軍に］誘って、トンブリー都を討ち取り、多くの功績を挙げました。プラヤー・ポンラ

テープ206に任命し、地位にあわせて位階の品物を下賜され、輿と使用人を持たせるようにお願

い申しあげます207。

　また、ルアン・ソーラウィチット208は忠誠篤く、誠実で、長く陛下の下僕を務め、以前から

親征に従ってきました。この度、クロマルアン・アヌラックテーウェート王甥殿下とともに公

務を行い、公務を成し遂げ、人を派遣してトンブリーにおける大小の政情をプラチャリットの

関所に到着された陛下に報告したことには、多くの功績があります。ルアン・ソーラウィチッ

トをプラヤー・プラクラン209に任命し210、地位にあわせて位階の品物を下賜し、輿と使用人を

持たせるようにお願い申しあげます211。

　◎また、ナーイ・ブンナーク212、ルアン・スラ、ルアン・チャナは古くから陛下の下僕であ

り、親征に従って勇敢でありました。そして司令官・隊長となって、ルアン・スラとルアン・

チャナは敵の武器を［身体に］受け［て負傷す］ること、１人につき、２度や数度でした。こ

の度も、人民に告知して統率することを図り、トンブリー都を討ち取って功績を挙げました。

ナーイ・ブンナークを旧都守護チャオプラヤー・チャイウィチット213、ルアン・チャナをプラ

とする。同説は ณัฐวุฒ［ิ1966: 741‒745］などで確認できる。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 423］はそれに加えて、
客家系華人説［ก. ศ. ร. กุหลาบ 1939 (1918): 1］とプラヤー・チョードック（オーン）の子という説［ก. ศ. ร. 
กุหลาบ 1971 (1903): 27］を紹介しつつ、ピンを「貴人の血統」と推測するが、これといった確証を挙げてい
ない。

206 農務大臣（เจ้ากรมนา）、位階田10000ライ。
207 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣である書記ピンをチャオプラヤー・ポンラテープに任じられた」。PRPPRHL: 

PRPTMB の ป��น（ピン）を ป�น（プーン）に作る。PRPR1: 「功績を挙げ、親征に従うこと多く、敵の銃撃
受け、司令官・隊長に伝達して誘導し、トンブリーを攻め落とし、多くの功績があるモーム・ピンを、［一
世王は］プラヤー・ポンラテープに任じられた」。のち兵部大臣兼任（1795?‒1805年）、兵部大臣チャオプ
ラ ヤ ー・ マ ハ ー セ ー ナ ー（1806?‒09年 ）、 副 王 宮 宰 相 チ ャ オ プ ラ ヤ ー・ ア パ イ ラ ー チ ャ ー

（เจ้าพระยาอภัยราชา ที่สมเด็จเจ้าพระยาวังหน้า）（1810?年‒?）［RTCP: 7‒8］。
208 本名ホン（หน）。RTCP［10］所引『歴代大臣』ではウタイターニーの関守（นายด่าน）。しかし LSKR にそ

の記述なし。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 425］は、裏付けはないとしながらも、チャオプラヤー・スラボー
ディンの子という説［ก. ศ. ร. กุหลาบ 1939 (1918): 47‒48］を引き、ホンを「貴人の血統」と推測。

209 大蔵（港務）大臣、位階田10000ライ。
210 Ｃは「ルアン・ソーラウィチットをプラヤー・シーピパットに任命し、旧プラヤー・シーピパットはプラ

ヤー・プラクランに任命するようにお願い申し上げます」となっているが、これは実際の任命に基づく、
意図的な修正であるうえに、欽賜名を間違えている。正しくは「ピパットコーサー」。次の註も参照。

211 PRPR1: 「名をホンといい、功績があり、トンブリー都の政情をプラチャーリックの関所に報告し、［一世王
に］お知らせ申し上げたルアン・ソーラウィチットを、［一世王は］プラヤー・ピパットコーサーに任じら
れた。のちに［彼は］チャオプラヤー・プラクランの職位に就いた」。このように、実際には大蔵（港務省）
奏聞担当次官に就任。1783/4年に同大臣チャオプラヤー・プラクラン［PRPR1: 22］。

212 1808年までに農務大臣チャオプラヤー・ポンラテープに就任［PRPR1: 202］。しかし1809年に一世王が死
去したのち、クロマルアン・カサッタラーヌチット親王（タークシンと一世王の娘の子モーム・メン）の
反乱策謀に連座してブンナークも刑死した［PRPR2: 5‒6］。

213 アユタヤ国主。
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ヤー・サンカブリー214、ルアン・スラをプラヤー・シーラーチャデーチョー215に任命し、地位

にあわせて位階の品物を下賜されますようにお願い申しあげます216。

　また、ナーイ・セーンは陛下への忠誠篤く、密書を上奏して［陛下に］お知らせし、陛下に

常に状況を把握させ申し上げました。自身も激しい使役に耐え、陛下のもとで公務を行い、自

己の身体や命を惜しみませんでした。功績がありますので、ナーイ・セーンをプラヤー・

ティッパコーサー217に任命し、地位にあわせて位階の品物を下賜されるようにお願い申しあげ

ます。

　また、書記ナーイ・ホン218は古参のものであり、誠実であり、古くから公務を行い、公務の

慣習を知っており、何事にも［陛下の］意のごとく使役され、多くの功績を挙げました。［左

部］宮内官局長プラヤー・ピ［ピ］ットアイヤスン219に任命し、輿と食器をお与えになり、

ケートチュイ220をプラヤー・ピピットアイヤスンの妻としていただきたく存じます221。◎また、

クン・ローカティップ222、カーチャイヨークの２名は忠誠篤く、陛下の年齢を数え、古くから

即位されるまで、正確な予言を行い、功績があります。クン・ローカティップをプラ・ホー

ラーティボーディー223に、カーチャイヨークをクン・ローカティップに任命し、地位にあわせ

て位階の品物を下賜されますようにお願い申しあげます。

　◎また、ルアン・ピレーン224、ルアン・パクディープートーン、ルアン・パクディーソンク

ラーム、ルアン・サッチャー、ルアン・チャイナロンは古くから陛下の下僕であり、親征に

従って勇敢であり、司令官・隊長となりました。敵の武器を［身体に］受けて、もう少しで皆

214 サンカブリー国主、位階田3000ライ。
215 六義勇兵部隊司令官四軍ラーマ公（พญารามจัตุรงคจางวางอาษา ๖ เหล่า）、位階田10000ライ。
216 PRPTMB: 「［一世王は］国土の騒乱の鎮圧を図ったナーイ・ブンナーク・メーラー（แม่ลา）を旧都守護官

チャオプラヤー・チャイウィチットシッティサートラーマハープラテーサラートに任じられた」。
PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「トンブリー都の騒乱鎮圧を図って功績を挙げたナーイ・ブンナー
ク・メーラーを、［一世王は］旧都守護官プラヤー・チャイウィチットに任じられた。のちにポンラテープ
の職位に就いた。ナーイ・ブンナークとともに図って騒乱を鎮圧し、功績を挙げたルアン・チャナをプラ
ヤー・サン［カ］ブリーに任じられた。功績を挙げ、ルアン・チャナとともに図ったルアン・スラをプラ
ヤー・シンハラーチャデーチョーに任じられた」。シーラーチャデーチョーは1785年にビルマ軍の輸送部
隊を襲えなかったことを理由に処刑された［PRPR1: 67］。

217 大蔵（港務）省官僚、位階田800ライ。
218 ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 426］は、「協議書」に「公務の慣習をよく知る」とあるから、ホンを「貴人の血

統」と推測する。しかしなぜそう言えるのか説明がない。
219 左部宮内官局総裁（จางวางกรมชาวที่ซ้าย）、位階田1000ライ。
220 あるいは「ケートとチュイ」か。またＢの「デークチュイ」は誤り。
221 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣の書記ホンをプラヤー・ペットピチャイに任じられた」。PRPPRHL: 

PRPTMB に同じ。PRPR1: 「誠実で公務の慣例を知り、［一世王の］御心のごとく使役された、古参の書記
であるナーイ・ホンを、宮内官局長プラ・ピピットアイヤスーンに任じられ、ケートチュイを妻として下
賜された」。

222 後部占星局長（เจ้ากรมโหรหลั่ง）、位階田1600ライ。
223 前部占星局長（เจ้ากรมโหรหน้า）、位階田3000ライ。
224 右大部警察局長（เจ้ากรมพระตำ�รวจใหญ่ขวา）、位階田2000ライ。
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死ぬところであったことも、１人につき１度や２度ありました。公務を遂行して多くの功績を

挙げましたので、六義勇兵部隊［長］、［すなわち］ルアン・ピレーンをプラヤー・ターイナー

ム225に226、ルアン・パクディープートーンをプラヤー・ラームカムヘーン227に、ルアン・パク

ディーソンクラームをプラヤー・ピチャイローナリット228に、ルアン・サッチャーをプラ

ヤー・ウィチットナロン229に、ルアン・チャイナロン230をプラヤー・ピチャイソンクラーム231

に任命し、地位にあわせて位階の品物を下賜されますようにお願い申しあげます。

　◎また、ナーイ・ブンナーク232１名、ルアン・クラーン１名、クン・ポーンポンラカン233１

名、金職人ナーイ・トーンユー１名、クン・クラーン１名、クン・チュイ１名、クン・ヨクラ

バット234１名、ルアン・イン１名、ムーン・チャムニ235１名、書記ナーイ・トリー１名、ナー

イ・ブンチャン１名、ナーイ・トーンスック１名、ルアン・ポンラペーンタヤーン１名、書記

ナーイ・パーン１名、ナーイ・トーンドゥアン236１名、ナーイ・トーンディー237、ムーン・

シーセーナー238、ルアン・ラーム、ムーン・チャイセーニー239、書記ナーイ・サー、ナーイ・

スットチャイ、ナーイ・ブンムアン、ルアン・ワン240、ルアン・マハーピチャイ241、クン・シッ

ティラック242、ムーン・サニット243、ローンチャー、ナーイ・スット、ナー［イ］・ソム、ナー

225 六義勇兵部隊四軍司令官ラーマ公、位階田10000ライ。
226 1785年にビルマ軍の輸送部隊を襲えなかったことを理由に処刑された［PRPR1: 67］。
227 右部義勇兵部隊長（เจ้ากรมอาษาขวา）、位階田5000ライ。
228 右部金盾部隊長（เจ้ากรมเขนทองขวา）、位階田5000ライ。
229 左部金盾部隊長（เจ้ากรมเขนทองซ้าย）、位階田5000ライ。
230 Ｂの「ルアン・ピチャイナロン」は誤り。
231 左部義勇兵部隊長（เจ้ากรมอาษาซ้าย）、位階田5000ライ。
232 1738‒1805年。17世紀前半にアユタヤに来航し、ペルシア人シャイフ・アフマドの後裔。その家系はアユ

タヤ時代に大臣を輩出した。ブンナークは一世王の正妃の妹ヌアンを娶った。20世紀初頭にブンナーク家
の 祖 と 見 な さ れ る［จุฬาราชมนตร ี et al. 1970 (1939); Wyatt 1994 (1968)］。 そ の 出 自 か ら ニ テ ィ［นิธ ิ
2004 (1986): 421‒423］は「貴人の血統」と確定。官歴については註246。

233 本名ケーオ（แก้ว）またはコーンケーオ（ก้อนแก้ว）。シャイフ・アフマドの子孫で、ブンナーク（註232）
の従兄弟［จุฬาราชมนตร ี et al. 1970 (1939)］。ゆえにニティ［นิธ ิ2004 (1986): 421‒422］は「貴人の血統」と
確定。

234 いずれかの地方国の監察官。
235 右内部警察局看守（ผู้คุมกรมพระตำ�รวจในขวา）、位階田200ライ。
236 Ｂの「ナーイ・トーンコーン」は誤り。以下の昇任部分での同人物も同様。
237 官歴は註267。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 425］は「貴人の血統」と推測。RTCP［12］所引『歴代大臣』に

「モーム・トーンディー」とあるため。しかし LSKR では「モーム」の語なし。
238 民部省北方担当民部局帳簿担当副局長（ปลัดบัญชีกรมมหาดไทฝ�ายเหนือ）、位階田500ライ。
239 右部チャム人部隊帳簿官（สมุบาญชียอาษาจามขวา）、位階田400ライ。
240 いずれかの地方国の宮内官。
241 民部省地域警察局右副局長（ปลัดขวากรมมหาดไทตำ�รวจภูบาล）、位階田600ライ。
242 宮内省御休息所武器局（กรมแสงสรรพยุทพรับพลาไชย）官吏、位階田400ライ。
243 首都省四高等官（ที่วิเศศ ๔）、位階田300ライか。以下の行賞部分に見えるように、ムーン・サニットなる

ものは２名いた。
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イ・ムーン、［計］30名244は、長く公務を行い、親征に従って、諸々の小国における、陛下に

とっての敵を征伐し、勝利を収めること多数、功績は多大です。

　ナーイ・ブンナークをプラヤー・ウタイタム245に246、ルアン・クラーンをプラヤー・ラー

チャソンクラーム247に248、クン・ポーンポンラカンをプラヤー・チュラーラーチャモント

リー249に、金職人ナーイ・トーンユーをプラヤー・シークライラート250に251、クン・クラーン

をプラヤー・アパイローナリット252に、クン・チュイをプラヤー・アヌチットラーチャー253

に、クン・ヨクラバットをプラヤー・ラックモンティアン254に、ルアン・インをプラヤー・

ペットピチャイ255に256、ムーン・チャムニをプラヤー・シーサオワパーハに、書記ナーイ・ト

リーをプラヤー・シーピパット257に258、ナーイ・ブンチャンを左内部大蔵局長プラヤー・ウィ

チットパクディーに259、ルアン・ポンラペーンタヤーンをプラ・ピピットデーチャ260に261、書記

244 前註のごとく、ムーン・サニットは２名いるので、正しくは31名。
245 宮内省衣冠局長（เจ้ากรมพระภูษามาลา）、位階田5000ライ。
246 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣の補佐役モーム・ブンナーク（หม่อมบุนนากทนาย）をプラヤー・ウタイタム

に任じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「旧王国時代のプラヤー・チャーセーンヤーコン
（พระยาจ่าแสนยากร）の子であり、［タークシン政権に］参加して位階を求めることを考えず、ただ［一世王
の］威徳を頼ってひそかに使役され、常に親征に従って功績のあったモーム・ブンナークを、［一世王は］
プラヤー・ウタイタムに任じられた」。のち首都大臣チャオプラヤー・ヨマラート（1785‒1805年）を経て
1805年に兵部大臣チャオプラヤー・マハーセーナーに就任し、同年死亡［PRPR1: 77, 189］。

247 中央宮内兵部隊長（จางวางทหารในกลาง）、位階田3000ライ。
248 本名はバオ（เบ้า）、アユタヤ末期のプラヤー・ラーチャソンクラームの子。1785/6年にプラヤー・ペット

ピチャイ［PRPR1: 78］。
249 大蔵（港務）省右部港務局長（เจ้ากรมท่าขวา）、位階田1400ライ。
250 銀匠局長（เจ้ากรมช่างเงิน）、位階田3000ライ。Ｂの「プラヤー・クライラート」とＣの「プラヤー・トライ

ラート」は誤り。
251 PRPR1: 「［一世王は］金職人ナーイ・ユーをプラヤー・シークライラートに任じられた」。
252 左部警察局長（จางวางกรมพระตำ�รวจซ้าย）、位階田3000ライ。1783年、２名の自称超能力者による反乱に加

担したため、処刑されたようである［PRPTMB: 164‒165; PRPR1: 43‒44］。
253 右部警察局長（จางวางกรมพระตำ�รวจขวา）、位階田3000ライ。
254 宮内省官僚、位階田1000ライ。
255 王宮警護局長（จางวางกรมล้อมพระราชวัง）、位階田5000ライ。
256 本名をホン（หง）といい、1785/6年に死亡［PRPR1: 82］。
257 商務大蔵局長（เจ้ากรมพระคลังสินค้า）、位階田3000ライ。「文官位階田法」では大蔵（港務）省の管下にある。
258 PRPTMB, PRPPRHL, PRPR1にあるように、実際にはプラ・ラーチャシット（พระราชสิทธิ์. 本名クン・ラ

タナクン กุน รัตนกุล、高等大蔵局長 เจ้ากรมพระคลังวิเศษ）がプラヤー・シーピパットとなった。のちに大蔵
（港務）大臣チャオプラヤー・プラクラン（1805‒9年）、民部大臣チャオプラヤー・ラタナーティベート
（1809‒14? 年）［PRPR2: 12; RTCP: 26; Wyatt 1994 (1968)］。

259 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣であるタルンレック村（บ้านถลุงเหล็ก）のナーイ・ブンチャンをプラヤー・カ
ンペーン（พระยากำ�แพง）に任じられた」。PRPPRHL: 記載なし。PRPR1: 「［一世王は］ナーイ・ブンチャ
ンを左内部大蔵局長プラヤー・ウィチットパクディーとされた」。

260 洋式訓練部隊長（เจ้ากรมเกนหัดหอ่างฝารั่ง）、位階田800ライ。
261 PRPR1: 「［ 一 世 王 は ］ ル ア ン・ ポ ン ペ ー ン タ ヤ ー ン を プ ラ・ イ ン ト ー ラ デ ー チ ャ と さ れ た

（ให้หลวงพลเผ่นทยานเปนพระอินทรเดช）」。
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ナーイ・パーンをプラ・テープウォーラチュン262に263、ナーイ・トーンドゥアンをプラ・ソム

バットバーン264に265、ナーイ・トーンスックをプラ・セーナーピムック266に、ナーイ・トーン

ディーをチャムーン・シーサーオラック267に、ムーン・シーセーナーをチャムーン・ワイ

ウォーラナート268に、ルアン・ラームをプラ・カンペーン269に、ムーン・チャイセーニーをル

アン・ラーチャニクン270に271、書記ナーイ・サーをプラ・ローンムアン272に273、ナーイ・スット

チャイをプラ・ピレーンテープ274に、ナーイ・ブンムアンをプラ・マハーテープ275に、ルア

ン・ワンをプラ・チャンターティット276に、ルアン・マハーピチャイをプラ・チャーセー

ン277に278、クン・シッティラックをルアン・テープソムバット279に280、ムーン・サニットをルア

ン・ラーチャウォンサー281に282、ローンチャーをルアン・インモントリー283に284、ナーイ・スッ

トをムーンティッパラクサー285に、ナーイ・ソムをムーン・ラーチャーバーン286に、ナーイ・

262 兵部省奏聞担当次官（ปลัดทูลฉลองกรมพระกลาโหม）、位階田1000ライ。
263 PRPTMB: 「［一世王は］書記パーンをプラヤー・ソムバットバーン（พระยาสมบัติบาล）に任じられた」。

PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「［一世王は］書記ナーイ・パーンをプラ・テープウォーラチュンと
された」。

264 右内部大蔵局長（เจ้ากรมพระคลังในขวา）、位階田3000ライ。
265 PRPR1: 「［一世王は］ナーイ・ドゥアンをプラ・ソムバットバーンとされた」。
266 日本人義勇兵部隊長（เจ้ากรมอาษาญี่ป�่น）、位階田1000ライ。
267 小姓局トンチュアック（ต้นเชือกกรมมหาดเล็ก）、位階田1000ライ。のちプラヤー・ピパットコーサー

（1783/4‒85年）、宮内大臣チャオプラヤー・タンマー（1785年‒?）［PRPR1: 77］。
268 小姓局プラーイチュアック（ปลายเชือกกรมมหาดเล็ก）、位階田1000ライ。
269 右部象局長（สมุหะพระคชบาลขวา）、位階田3000ライか。
270 民部省奏聞担当次官（ปลัดทูลฉลองกรมมหาดไท）、位階田1000ライ。
271 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣クン・チャイセーニーをプラヤー・ラーチャニクンに任じられた」。

PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「［一世王は］ムーン・チャイセーニーをルアン・ラーチャニクンと
された」。

272 首都省巡察局長、位階田1000ライ。
273 PRPTMB: 「［一世王は］旧臣の書記サーをプラ・インタラーティボーディー・ラーチャローンムアンに任

じられた」。PRPPRHL: PRPTMB に同じ。PRPR1: 「［一世王は］書記ナーイ・サーをプラ・ラーチャロー
ンムアンとされた」。

274 右大部警察局長（เจ้ากรมพระตำ�รวจใหญ่ขวา）、位階田2000ライ。
275 左内部警察局長（เจ้ากรมพระตำ�รวจในซ้าย）、位階田2000ライ。
276 宮内省右部葬儀局長（สมุหพระสนมขวา）、位階田3000ライ。
277 民部省パランパン局長（เจ้ากรมมหาดไทฝ�ายภะลำ�ภัง）、位階田2400ライ。
278 PRPR1: 「［一世王は］ルアン・ピチャイをプラヤー・チャーセーンとされた」。
279 左大部宮内官局長（เจ้ากรมชาวที่ใหญ่ซ้าย）、位階田800ライ。
280 PRPR1: 「［一世王は］クン・サニットラックをルアン・テープソムバットとされた」。
281 宮内省衣冠局雑具担当官（พนักงานเครื่องเบ็ดเสร็จกรมพระภูษามาลา）、位階田600ライ。
282 PRPR1: 「［一世王は］ルアン・サニットをルアン・ラーチャウォンサーとされた」。
283 宮内省外部諸税局長（สมุหะษาระภากอรนอก）、位階田2400ライ。
284 PRPR1: 「［一世王は］ローンチャーをルアン・インモントリーとされた」。
285 農務省官僚、位階田400ライ。
286 右外部警察局副局長（ปลัดกรมพระตำ�รวจนอกขวา）、位階田800ライ。
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ムーンをムーン・ラーチャーマート287に、ムーン・サニットをプラ・マハーモントリーに任命

し、地位にあわせて位階の品物を下賜されますようにお願い申しあげます。

　また、プラ・ピマーイ288、ルアン・ナラー、プラ・ラーチャブリー289、プラ・ウィチェン、ル

アン・ポンラプーン、ルアン・ピパットサネーハー290、ルアン・シッティソンクラーム、ルア

ン・ムアン291、ナーイ・セーム、ルアン・シーソンクラーム、クン・シーパクディー、プラ・

チャイバーダーン292、ルアン・チャイナロン、クン・ウィセート、ムーン・ウィセート、ルア

ン・ナロン、ルアン・ティアム、クン・ペーン293、クン・テープアーヤー、ルアン・パラット・

ムアンピマーイ294、ルアン・ナー295、クン・ダーン296は古くから陛下の下僕であり、親征に従っ

て敵と戦い、公務を遂行すること多数、多くの功績を挙げました。

　プラ・ピマーイ297をチャオプラヤー・ナコーンラーチャシーマー298に、［299ルアン・ナラー

をプラヤー・ピサヌローク300に、プラ・ウィチェンをプラヤー・スコータイ301に、ルアン・ポ

ンラプーンをプラヤー・ペチャブリー302に303、ルアン・ピパットサネーハーをプラヤー・ノン

タブリー304に、ルアン・シッティソンクラームをプラヤー・プラーチーンブリー305に、ルア

ン・ムアンをプラ・ウィチャイに、ナーイ・セームをプラヤー・サムットソンクラー

287 左内部警察局副局長（ปลัดกรมพระตำ�รวจในซ้าย）、位階田800ライ。
288 ピマーイ国主。
289 ラーチャブリー国主、位階田3000ライ。本名セーム（เสม）、一世王の正妃の父方の従甥。いわゆるバーン

チャーン（บางช้าง）家の係累［ลำ�ดับราชินิกุลบางช้าง 1958 (1928): 63‒66］。ニティ［นิธ ิ2004 (1986): 408‒409］
は17世紀前半からラーチャブリーに勢力を築き、同地の国主を輩出してきたため、セームを「貴人の血統」
と確定する。

290 Ｂの「ルアン・ピタックサネーハー」は誤り。以下の昇任部分での同人物も同様。
291 いずれかの地方国の主邑官。
292 チャイバーダーン国主、位階田3000ライ。
293 いずれかの地方国の民事裁判官。
294 ピマーイ副国主。
295 いずれかの地方国の農務官。
296 いずれかの地方国の関守。
297 ピマーイ国主、位階田不明。
298 ナコーンラーチャシーマー国主、位階田10000ライ。
299 Ａでは以下８行分、８人の行賞部分が脱落している。BC によって補う。
300 ピサヌローク国主、位階田10000ライ。
301 スコータイ国主、位階田10000ライ。
302 ペチャブリー国主、位階田3000ライ。
303 1785年にビルマ軍の輸送部隊を襲えなかったことを理由に処刑された［PRPR1: 67］。
304 ノンタブリー国主、位階田3000ライ。
305 プラーチーンブリー国主、位階田3000ライ。
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ム306に307、ルアン・シーソンクラームをプラ・プロムブリー308に309］、クン・シーパクディーを

プラ・インブリー310に、プラ・チャイバーダーンをプラヤー・アーントーン311に、ルアン・

チャイナロンをプラ・ナコーンサワン312に、クン・ウィセートをプラ・チャイナート313に、

ムーン・ウィセートをプラ・カーン［チャナ］ブリー314に、ルアン・ナロンをプラ・ウタイ

ターニー315に、ルアン・ティアムをプラ・ナコーンチャイシン316に317、クン・ペーンをプラ・

チャイバーダーン318に、クン・テープアーヤーをプラ・ペチャブーン319に、ルアン・パラッ

ト・ムアンピマーイをプラ・ピマーイ320に、ルアン・ナーをプラヤー・ウィチットに321、クン・

ダーンをプラ・サワンカローク322に、プラ・ラーチャブリーを昇格させてチャオプラヤー・

ラーチャブリーに任命し、地位にあわせて位階の品物を下賜されるようにお願い申しあげま

す。また、ナーイ・サンは陛下に対して忠誠篤く、衆を率いて戦うのを助け、王甥チャオ

ファー・クロマルアン・アヌラックテーウェートとともに、公務を完遂し、［その］命をもっ

て功績に替えました。局長323プラ・テープスダーワディー324に任命し、地位にあわせて位階の

品物を下賜されるようにお願い申しあげます。

　◎また、プラヤー・チャクラトーホーン325は親征に従うこと多く、固く誠実であり、陛下へ

の忠誠も篤うございます。そしてこの度の公務ではプラヤー・チャクラトーホーンは実直であ

306 サムットソンクラーム国主、位階田3000ライ。
307 PRPR1: 「［一世王は］ナーイ・セーン（นายแสง）をプラヤー・サムットソンクラームとされた。［彼は］の

ちに兵部大臣となった」とあり、セームではなくセーンが同職に就任した。のちにラーチャブリー国主を
経て、兵部大臣チャオプラヤー・ウォンサースラサック［PRPR2: 13］（Wyatt［1994 (1968)］によれば
(1811)‒22年に在任）。

308 プロムブリー国主、位階田3000ライ。
309 PRPR1: 「［一世王は］ルアン・シーソンクラームをプラ・プロムブリンとされた」。
310 インブリー国主、位階田3000ライ。
311 アーントーン国主、位階田3000ライ。
312 ナコーンサワン国主、位階田5000ライ。のちにプラヤーに昇進。1783年、シャム・カンボジア軍を率いて

サーデックで西山朝軍に勝利するも、プラヤー・ウィチットナロンに讒言され、一世王と副王によって処
刑された［PRPR1: 45‒47］。

313 チャイナート国主、位階田3000ライ。
314 カーンチャナブリー国主、位階田3000ライ。
315 ウタイターニー国主、位階田3000ライ。
316 ブアチュム国主、位階田3000ライ。
317 PRPR1: 「［一世王は］ルアン・ティエンをプラ・ナコーンチャイシーとされた」。
318 チャイバーダーン国主、位階田3000ライ。
319 ペチャブーン国主、位階田10000ライ。
320 ピマーイ国主、位階田不明。
321 PRPR1: 「［一世王は］ルアン・ナーをプラヤー・ピチット（ピチット国主）とされた」。ウィチットはピ

チットのヴァリアントか。
322 サワンカローク国主、位階田10000ライ。
323 アヌラックテーウェート親王のクロムの長と考えられる。
324 Ｂの「プラ・テープスパーワディー」は誤り。
325 Ｃと PRPR1の「プラヤー・タックトーホーン（พระยาตักโตโหน）」が正しいか。
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り、退くことを考えませんでした。チャオプラヤー・シータンマーティラート326に任命し、地

位にあわせて位階の品物を下賜されるようにお願い申し上げます。そして南北地方国のトゥッ

カラーサドーン職［の管轄権］をチャオプラヤー・シータンマーティラートに与え、任命・処

置させましょう。チャオプラヤー・シータンマーティラートの職にあわせて輿と使用人を持た

せていただきたく存じます。謹んで申し上げます。

テキストと訳註に用いたタイ国立図書館写本・刻文部所蔵史料
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Abstract

Transcription and Translation of the Manuscript of “Copy of the Conference Report Regarding  
the Appointment of the Royal Members and the Officials in Lesser Era 1144 (1782)”:  

A Historical Source on the Members of the King Rama I Administration in Siam

KAWAGUCHI, Hiroshi

 This article provides the transcription and Japanese translation of a manuscript of “Copy of the Conference 
report regarding the appointment of the royal members and the officials in Lesser Era 1144 (1782) (สำ�เนา
คำ�ปฤกษา เรื่องตั�งพระบรมวงศานุวงศและข้าราชการ จ.ศ.๑๑๔๔ (พ.ศ. ๒๓๒๕))” with commentaries. In this document, 
immediately after the founding of Rattanakosin Siam in 1782, consulted by King Rama I, the officials 
recommended appointing six royal members and seventy-three officials to new posts as rewards for their 
achievement in founding the new kingdom. Therefore, it is one of the most important sources on the members 
of the King Rama I administration. The transcription of this article is based on a Thai manuscript maintained 
at the National Library in Thailand [NL. CMH. R. I. C.S. 1144, no. 1].
 A previous study [Nithi 2004 (1986)] based on this document has argued that most of the members of 
the King Rama I administration were of noble families from the Ayutthaya period. However, this document 
provides only one officialʼs family information. Additionally, as the commentaries show, Nithi was able to 
identify only five of the seventy-three officials as members of noble families, and guess that six others were 
members of noble families, by using later and uncertain sources. Instead, this document might imply that they 
were newly emerging figures rather than descendants of noble families from the Ayutthaya period because, 
not only in it but also in other sources, they hardly announced their family information at all. Given that fact, it 
is necessary to further analyze the nature of the King Rama I administration.

Keywords: Rattakosin Siam, members of King Rama I administration, Thai historical manuscript
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